
（ 1 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１１年 （平成２３年） 秋季　【季刊】

無 料
2011年  秋季  第26号

本社：東京都新宿区西新宿 1-25-1
新宿センタービル51階

0120 ー 308 ー 512
本 社 営 業 部 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 1-25-1
札 幌 営 業 所 北海道札幌市中央区南一条西10-4
仙 台 営 業 所 宮城県仙台市青葉区二日町 13-22
郡 山 営 業 所 福 島 県 郡 山 市 駅 前 2-10-15
宇都宮営業所 栃木県宇都宮市大通り 2-4-3
高 崎 営 業 所 群馬県高崎市八島町 68-17
水 戸 営 業 所 茨 城 県 水 戸 市 城 南 3-12-6
つ く ば 営 業 所 茨 城 県 つ く ば 市 竹 園 1-6-1
熊 谷 営 業 所 埼 玉 県 熊 谷 市 筑 波 2-15
さいたま営業所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-9-4
柏 営 業 所 千 葉 県 柏 市 柏 4 -8 - 14
千 葉 営 業 所 千葉県千葉市中央区新田町 1-1
横 浜 営 業 所 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-19-11
相模原営業所 神奈川県相模原市中央区鹿沼台2-17-18
藤 沢 営 業 所 神 奈 川 県 藤 沢 市 藤 沢 484-1
甲 府 営 業 所 山梨県甲府市下石田 2-16-22
沼 津 営 業 所 静 岡 県 沼 津 市 大 手 町 3-3-8
静 岡 営 業 所 静岡県静岡市葵区黒金町１１- ７
浜 松 営 業 所 静岡県浜松市中区板屋町111-2
名古屋営業所 愛知県名古屋市東区葵3-15-31
金 沢 営 業 所 石 川 県 金 沢 市 本 町 2-15-1
京 都 営 業 所 京都府京都市中京区烏丸通御池下ル虎屋町566-1
大 阪 営 業 所 大阪府大阪市北区西天満4-14-3
堺 営 業 所 大 阪 府 堺 市 堺 区 南 花 田 口 町 2-3-20 
神 戸 営 業 所 兵庫県神戸市中央区磯上通 8-3-5
姫 路 営 業 所 兵 庫 県 姫 路 市 南 駅 前 町 100
広 島 営 業 所 広島県広島市中区銀山町４- １７
岡 山 営 業 所 岡山県岡山市北区下石井 2-1-18
高 松 営 業 所 香川県高松市サンポート 2-1
北九州営業所 福岡県北九州市小倉北区浅野 2-14-1
福 岡 営 業 所 福岡県福岡市博多区博多駅前1-2-5
熊 本 営 業 所 熊 本 県 熊 本 市 九 品 寺 2-1-24
鹿児島営業所 鹿児島県鹿児島市西千石町1-32
沖 縄 営 業 所 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1
テクノ・サテライト・オフィス 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1

企画 /編集：ダイアローグ　校正：ディクション
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eco revolution

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設

　
　〈白
河
ウ
ッ
ド
パ
ワ
ー
〉

日
本
テ
ク
ノ
新
本
社
紹
介

Autum
n 2011

な
コ
ス
ト
を
、
使
用
す
る
側

の
需
要
家
が
広
く
負
担
し
て

い
く
仕
組
み
。
発
電
事
業
者

は
、
電
力
会
社
か
ら
買
い
取

り
費
用
を
受
け
取
る
が
、
電

力
会
社
で
は
、
そ
の
費
用
を

需
要
家
の
電
気
料
金
に
上
乗

せ
し
て
徴
収
で
き
る
（
賦
課

金
）。
こ
の
上
乗
せ
分
は
、

地
域
間
の
不
均
衡
な
ど
を
是

正
す
る
た
め
、
国
が
設
け
た

費
用
負
担
調
整
機
関
を
通
す

こ
と
で
調
整
さ
れ
る
。ま
た
、

需
要
家
の
負
担
軽
減
を
考
慮

し
て
、
調
整
機
関
に
国
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
特
別
会
計
の
資
金

を
充
て
る
こ
と
も
検
討
さ
れ

る
。

水
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス

の
ほ
か
化
石
燃
料
以
外
の
政

令
で
定
め
ら
れ
た
も
の
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電

し
た
電
気
は
、
火
力
や
原
子

力
な
ど
既
存
の
発
電
方
法
に

よ
る
電
気
よ
り
も
、
コ
ス
ト

が
割
高
に
な
る
。そ
の
た
め
、

新
た
な
仕
組
み
を
つ
く
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と

環
境
負
荷
の
低
減
を
目
指
す

必
要
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
法
制
度
は
、
割
高

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特

別
措
置
法
は
、
太
陽
光
や
風

力
な
ど
一
定
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
つ
く
っ
た
電
気
の
全

量
買
い
取
り
を
定
め
た
法

律
。
買
い
取
り
の
対
象
は
、

事
業
者
が
該
当
す
る
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た
電

気
。
原
則
と
し
て
電
力
会
社

は
、こ
の
事
業
者
の
電
気
を
、

全
量
買
い
取
る
義
務
が
あ

る
。
対
象
と
な
る
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
太
陽
光
、
風
力
、

　

電
力
多
消
費
産
業
と
い
わ

れ
る
一
部
の
企
業
で
は
、
費

用
負
担
が
膨
大
に
な
る
た

め
、
軽
減
措
置
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
平
均
的
な
電
力
使
用

▼
調
達
価
格
等
算
定
委
員
会

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特

別
措
置
法
で
は
、
太
陽
光
や

風
力
な
ど
と
い
っ
た
種
別
ご

と
に
買
い
取
り
価
格
を
定
め

る
。
こ
の
と
き
、
実
質
的
に

価
格
を
決
め
る
の
が
、
こ
の

調
達
価
格
等
算
定
委
員
会
。

構
成
メ
ン
バ
ー
は
専
門
的
な

知
識
を
持
つ
５
名
で
、
選
任

に
は
国
会
の
同
意
が
必
要
。

委
員
会
は
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
内
に
置
か
れ
る
。
原
則
と

し
て
委
員
会
の
会
議
は
公
開

さ
れ
る
。
委
員
会
が
決
め
た

価
格
を
も
と
に
、
経
済
産
業

大
臣
が
最
終
的
に
買
い
取
り

価
格
を
決
定
す
る
。

量
の
８
倍
を
超
え
て
電
気
を

使
う
企
業
な
ど
に
対
し
て
、

上
乗
せ
分
は
８
割
以
上
割
引

さ
れ
る
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
つ
く

ら
れ
た
電
気
の
買
い
取
り
価

格
は
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど

の
種
別
ご
と
に
定
め
ら
れ

る
。
こ
の
価
格
は
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
量
や
社
会

る
。
さ
ら
に
条
文
で
は
２
０

２
１
年
３
月
末
ま
で
に
、
法

律
施
行
後
の
状
況
を
踏
ま
え

て
、
こ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
特
別
措
置
法
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
行
う
よ
う
求
め

て
い
る
。

　

同
法
の
成
立
を
受
け
て
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
や
風
車
の
生

産
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
の
業
界
で
は
市
場
拡
大
の

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

状
況
の
変
化
に
応
じ
て
半
年

ご
と
に
設
定
の
見
直
し
が
で

き
る
と
さ
れ
、
国
会
同
意
人

事
で
決
め
ら
れ
た
調
達
価
格

等
算
定
委
員
会
の
意
見
を
踏

ま
え
て
経
済
産
業
大
臣
が
決

定
す
る
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
に
対
し
て
は
、
２
０

１
３
年
３
月
末
ま
で
、
賦
課

金
の
上
乗
せ
を
猶
予
す
る
こ

と
も
、
条
文
に
記
さ
れ
て
い

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法 

成
立

太
陽
光
、風
力
な
ど
の
電
力
を
全
量
買
い
取
り

再生エネルギー買い取り制度の仕組み

世
界
標
準
のエ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
ISO50001

京
都
議
定
書
適
用
除
外
分
野
に
国
際
的
枠
組
み

国
際
海
運
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
規
制

海洋汚染防止条約改正

　

わ
が
国
の
電
力
会
社
は
、

１
０
０
年
間
に
わ
た
り
、
消

費
者
か
ら
の
厳
し
い
要
求
で

あ
る
安
価
で
、
良
質
な
電
力

を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め

の
電
力
シ
ス
テ
ム
の
形
成
に

努
め
て
き
た
。
安
価
な
電
力

を
生
産
す
る
た
め
に
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
求
め
、
１
０

０
万
㌔
㍗
を
超
え
る
大
規
模

な
発
電
設
備
が
建
設
さ
れ
、

必
然
そ
れ
ら
は
、
福
島
や
柏

崎
と
い
っ
た
遠
隔
地
に
置
か

れ
、
規
模
だ
け
で
は
な
く
地

域
的
な
広
が
り
を
持
つ
盤
石

で
巨
大
な
シ
ス
テ
ム
が
つ
く

り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

よ
り
、
も
ろ
く
も
原
子
力
お

よ
び
火
力
発
電
設
備
が
損
壊

し
、
東
京
電
力
管
内
で
は
、

約
１
０
０
０
万
㌔
㍗
の
供
給

力
不
足
が
発
生
し
た
た
め
、

需
要
家
群
ご
と
に
順
次
停
電

さ
せ
る
計
画
停
電
が
実
施
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
思
い
つ
き

と
し
か
い
え
な
い
政
府
の
脱

原
子
力
へ
の
舵
切
り
が
電
力

不
足
を
全
国
へ
と
拡
大
さ
せ

て
し
ま
っ
た
。

　

想
定
外
の
自
然
災
害
で
あ

っ
た
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な

大
規
模
な
電
力
不
足
を
経
験

し
た
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
、

事
務
所
、
工
場
、
地
方
自
治

体
は
、
電
力
会
社
に
全
面
依

存
し
な
い
自
前
の
電
源
を
確

保
し
て
お
く
こ
と
の
必
要
性

を
痛
感
し
た
。

　

そ
の
後
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
が
成
立

し
た
が
、
太
陽
光
や
風
力
発

電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
導
入
す
る
と
、
そ
れ

ら
の
出
力
変
動
に
よ
り
電
力

品
質（
周
波
数
、
電
圧
）が
悪

化
す
る
と
懸
念
さ
れ
、
新
た

な
電
力
供
給
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
考
え
方
が
必
要
と
な
る
。

　

地
域
自
治
体
が
主
体
と
な

る
地
産
地
消
型
電
力
供
給
シ

ス
テ
ム
の
開
発
に
お
い
て

は
、
大
規
模
で
高
価
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
一
度
に
つ
く
る

の
で
は
な
く
、
地
域
や
市
街

地
の
特
性
に
合
わ
せ
た
適
正

規
模
の
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
り
、
必
要
に
応
じ
て

随
時
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
増
設

し
、
相
互
間
を
連
結
し
て
ゆ

く
と
い
う
方
式
が
適
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
自
治

体
所
有
の
「
お
ら
が
村
発
電

所
」
を
中
心
に
、
行
政
機

関
、
病
院
、
警
察
、
学
校
、

避
難
所
、
通
信
基
地
、
高
齢

者
住
宅
を
完
備
す
れ
ば
、
自

然
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
（
電
気
、
水
、
通
信
）
確

保
が
可
能
な
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
と
な
る
。
こ
の
能
力
は

「Resiliency

：
回
復
力
」
と

呼
ば
れ
、
今
後
の
社
会
イ
ン

フ
ラ
構
築
の
指
針
と
な
り
、

こ
の
考
え
は
、
今
進
め
ら
れ

て
い
る
東
北
の
被
災
地
の
復

興
に
も
活
用
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
る
。

▼
国
際
標
準
化
機
構

　

略
称
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
イ

ソ
：International 

O
rganization for 
Standardization

）。
１
９

４
７
年
発
足
。
各
国
の
代

表
的
標
準
化
機
関
が
参
加

す
る
国
際
標
準
化
機
関
。

国
家
間
の
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
交
換
を
支
援
す
る
た

め
標
準
化
活
動
の
発
展
を

推
進
す
る
な
ど
の
目
的
を

持
ち
、
国
際
規
格
の
作
成

を
行
っ
て
い
る
。
２
０
０

９
年
末
現
在
の
会
員
数
は

１
６
２
カ
国
、
規
格
数
は

１
万
８
０
８
３
規
格
。
日
本

か
ら
は
１
９
５
２
年
に
日
本

工
業
標
準
調
査
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ

Ｃ
）
が
加
入
し
て
い
る
。

▼
国
際
海
事
機
関

　

Ｉ
Ｍ
Ｏ
（International 

Maritime Organization

）

の
略
称
で
呼
ば
れ
る
海
事
問

題
に
関
す
る
国
際
協
力
を
推

進
す
る
た
め
の
国
連
の
専
門

機
関
。１
９
５
８
年
設
立（
当

時
の
名
称
は
「
政
府
間
海
事

協
議
機
関
」）。
国
際
的
な
航

海
を
行
う
船
舶
の
安
全
確
保

や
海
洋
汚
染
防
止
な
ど
に
つ

い
て
統
一
的
な
ル
ー
ル
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
。
２
年
に

１
度
開
催
さ
れ
る
総
会
と
年

２
回
開
催
の
理
事
会
の
ほ

か
、
海
上
安
全
委
員
会
、
法

律
委
員
会
、
海
洋
環
境
保

護
委
員
会
、
技
術
協
力
委

員
会
の
４
つ
の
専
門
委
員

会
な
ど
が
あ
る
。

▼
海
洋
汚
染
防
止
条
約

　

正
式
に
は
「
１
９
７
３

年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の

防
止
の
た
め
の
国
際
条
約

に
関
す
る
１
９
７
８
年
の

議
定
書
」。「
マ
ル
ポ
ー
ル

条
約
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

船
舶
の
運
航
や
事
故
に
よ

る
海
洋
の
汚
染
を
防
止
す

る
た
め
の
国
際
条
約
。油
、

有
害
液
体
物
質
、
有
害
物

質
、
汚
水
、
廃
棄
物
の
ほ

か
大
気
汚
染
物
質
の
排
出

抑
制
の
規
制
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
そ
こ
に
今
回
新

た
な
規
制
が
加
わ
っ
た
。

2011年夏季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

答
え
は
左
の
通
り

で
す
。
グ
レ
ー
の

二
重
囲
み
マ
ス
に

あ
る
４
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
た
「
セ
ツ

デ
ン
」
が
正
解
で
し
た
。

　

今
回
も
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

答えは「セツデン」
（節電）でした。

多数のご応募ありがとうございました。

環境・電気
ニュースサイト

本紙紙面と連動
役に立つ

エコ情報が満載

環境市場新聞
econews.jp

　

原
発
事
故
な
ど
の
影
響
で
東

京
、
東
北
電
力
管
内
で
電
力
使

用
制
限
令
が
発
動
さ
れ
た
今

夏
。
大
口
の
需
要
家
は
15
％
削

減
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
家
庭
や

小
口
需
要
家
も
15
％
削
減
が
努

力
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。

最
大
電
力
量
の
目
標
値
は
、
前

年
の
ピ
ー
ク
約
６
０
０
０
万
㌔

㍗
か
ら
15
％
抑
え
た
５
１
０
０

万
㌔
㍗
。
こ
の
目
標
が
達
成
で

き
な
い
と
、
予
期
せ
ぬ
大
規
模

向
に
関
心
が
集
ま
っ
た
。

　

例
年
、
電
力
需
要
の
ピ
ー
ク

が
訪
れ
る
の
は
夏
。
そ
の
酷
暑

の
時
期
を
乗
り
切
れ
ば
、
節
電

の
成
果
が
出
せ
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
周
知
の
通
り
、
そ
の
季

っ
た
８
月
18
日
。
こ
の
日
の
最

大
電
力
量
は
４
９
２
２
万
㌔

㍗
。
目
標
の
５
１
０
０
万
㌔
㍗

よ
り
も
約
４
％
下
回
る
数
値

だ
。
こ
の
と
き
の
供
給
量
に
対

す
る
使
用
量
の
割
合
は
90
％

で
、
ほ
か
の
電
力
会
社
で
も
73

〜
92
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

東
京
電
力
で
は
各
需
要
家
の

節
電
対
策
に
よ
り
９
０
０
万
〜

１
０
０
０
万
㌔
㍗
の
需
要
減
が

で
き
た
と
み
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
こ
こ
に
は
、
法
律
上
の
削
減

義
務
は
な
か
っ
た
家
庭
や
小
口

需
要
家
の
自
主
的
な
取
り
組
み

も
含
ま
れ
て
い
る
。

停
電
が
起
こ
る
可
能
性
も
あ
る

と
指
摘
さ
れ
、
電
力
需
要
の
動

野
は
、
国
ご
と
の
排
出
量
割

当
の
仕
組
み
が
な
じ
ま
な
い

こ
と
か
ら
、
排
出
規
制
を
定

め
る
京
都
議
定
書
の
適
用
か

ら
除
外
さ
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｍ

Ｏ
に
お
い
て
Ｃ
Ｏ
２

排
出
の

択
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
国

際
海
運
に
お
け
る
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
規
制
が

世
界
で
初
め
て
導
入
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
国
際
海
運
の
分

　

ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た

国
際
海
事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）

第
62
回
海
洋
環
境
保
護
委
員

会
で
、
海
洋
汚
染
防
止
条
約

（
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
条
約
）
の

一
部
改
正
案
が
審
議
さ
れ
採

抑
制
対
策
を
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
２

０
１
３
年
以
降
に
建
造
さ
れ

る
船
舶
に
対
し
て
Ｃ
Ｏ
２

排

出
指
標
の
導
入
と
そ
れ
に
基

づ
く
Ｃ
Ｏ
２

排
出
規
制
の
実

施
や
、
省
エ
ネ
運
航
計
画
の

作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

国
土
交
通
省
は
改
正
で
排

出
規
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
何
も
対
策
を
講
じ

な
い
場
合
に
比
べ
、
２
０
３

０
年
に
は
約
20
％
、
２
０
５

０
年
に
は
約
35
％
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
が
期
待
で
き
る

と
発
表
。
ま
た
、
日
本
の
得

意
と
す
る
省
エ
ネ
分
野
の
技

術
力
を
生
か
せ
る
環
境
が
整

う
こ
と
で
、
国
際
的
な
競
争

力
の
確
保
に
も
大
き
な
効
果

が
見
込
め
る
と
し
た
。

都心で36.1℃でも
目標下回る電力量

乗
り
切
っ
た
節
電
の
夏

　

２
０
１
１
年
８
月
26
日
、
電
力
会
社
が
太
陽
光
や
風
力
な
ど
を
利
用
し
て
つ
く
っ
た
電
気
を
全
量
買
い
取
る
よ
う
定

め
た
「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特

別
措
置
法
）」
が
国
会
の
審
議
を
経
て
成
立
し
た
。
施
行
は
２
０
１
２
年
７
月
１
日
。
化
石
燃
料
に
頼
ら
な
い
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
に
拍
車
が
掛
か
り
そ
う
だ
。

ISO50001のマネジメントモデル

手
づ
く
り
紙
の
卒
業
証
書

シ
リ
ー
ズ
日
本
の
環
境
教
育

太
陽
光
発
電
か
ら
直
接
電
源

エ
コ
宅
探
訪

環境政策最前線
識者COLUMN

　

東
日
本
大
震

災
に
よ
る
原
発

事
故
発
生
以

来
、
放
射
線
の

危
険
性
が
取
り

ざ
た
さ
れ
て
い
る
。
目
に
見

え
ず
無
臭
で
、
人
が
感
じ
る

こ
と
が
で
き
な
い
不
気
味
な

存
在
が
不
安
を
か
き
た
て

る
。
恐
ろ
し
い
こ
と
に
、
そ

ん
な
放
射
線
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
降
り
注
ぐ
場
所
が
あ

る
。
そ
の
場
所
に
は
、
東
京

大
阪
間
ほ
ど
の
ほ
ん
の
５
０

０
㌔
㍍
を
縦
方
向
に
移
動
す

る
だ
け
で
た
ど
り
着
け
る
。

地
球
の
上
空
、
宇
宙
空
間
で

あ
る
。

▼
宇
宙
に
は
多
量
の
放
射
線

が
飛
び
交
っ
て
い
る
。だ
が
、

そ
の
大
部
分
は
地
表
に
届
か

な
い
。
大
気
と
ぶ
つ
か
っ
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
拡
散
さ
れ
た

り
、
吸
収
さ
れ
た
り
す
る
た

め
だ
。
ま
た
地
球
の
磁
場
も

向
か
っ
て
く
る
放
射
線
の
コ

ー
ス
を
曲
げ
て
そ
ら
す
働
き

が
あ
る
。

▼
熱
圏
と
呼
ば
れ
る
外
側
の

層
ま
で
含
め
地
球
を
覆
っ
て

い
る
大
気
圏
の
厚
さ
は
約
５

０
０
㌔
㍍
。
地
球
の
直
径
は

約
１
万
３
０
０
０
㌔
㍍
な
の

で
、リ
ン
ゴ
に
た
と
え
れ
ば
、

大
気
圏
は
少
し
厚
め
に
切
っ

た
皮
一
枚
分
ほ
ど
で
し
か
な

い
。
そ
の
一
枚
の
皮
に
、
地

球
上
の
生
命
は
、
放
射
線
の

危
険
か
ら
、
守
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

▼
薄
い
皮
の
中
で
進
化
を
遂

げ
て
き
た
人
類
。
現
在
、
私

た
ち
は
そ
の
皮
を
傷
つ
け
ら

れ
る
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
だ
が
一
方
で
、
こ
の
薄

く
も
ろ
い
も
の
を
守
れ
る
温

か
い
心
も
育
ん
で
き
た
。
ど

ち
ら
が
大
切
か
は
自
明
だ
。

　

２
０
１
１
年
６
月
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
に
関
し
て
効

率
的
な
管
理
シ
ス
テ
ム
を
規

定
す
る
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
５

０
０
０
１
が
、
世
界
各
国
で

発
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
規
格
の
目
的
は
、
企

業
な
ど
組
織
で
使
用
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
を
、
シ
ス

テ
ム
全
体
で
持
続
的
に
改
善

し
て
い
く
こ
と
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
ト
の
低
減
や
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
も
つ

な
が
る
。
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
規
格
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
な
ど
と
同
様

に
、
第
三
者
監
査
機
関
に
よ

る
認
証
も
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

企
業
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
５
０
０
０

１
規
格
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
コ
ス
ト
削
減
、
環
境
負

荷
の
低
減
、
企
業
イ
メ
ー
ジ

の
向
上
な
ど
に
役
立
て
ら
れ

る
。
経
済
産
業
省
で
も
同
規

格
の
認
証
取
得
を
政
府
調
達

の
選
考
に
際
し
て
考
慮
す
る

と
い
う
方
針
を
示
し
て
お

り
、
競
争
力
の
観
点
か
ら
も

取
得
を
目
指
す
企
業
が
増
え

る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

同
規
格
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
継
続

的
改
善
を
目
指
す
具
体
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ

〈
計
画
〉、
Ｄ
ｏ
〈
実
施
〉、

Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
〈
点
検
〉、
Ａ

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
〈
是
正
〉
の
プ

ロ
セ
ス
を
順
に
繰
り
返
し
実

行
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手

法
）
を
採
用
し
て
い
る
。
そ

の
規
格
の
規
定
に
従
い
認
証

取
得
を
目
指
す
企
業
は
、
自

ら
目
標
や
計
画
を
策
定
し
、

自
主
的
に
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
く
。
た
だ
、
日
本
で
は

省
エ
ネ
法
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法

律
）
で
、
一
定
以
上
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
企
業
に

対
し
、
同
様
の
管
理
手
法
が

す
で
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、

同
規
格
の
認
証
取
得
も
有
利

に
進
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
５
０
０
０
１
の
規

格
は
、
も
と
も
と
２
０
０
７

年
に
ア
メ
リ
カ
と
ブ
ラ
ジ
ル

か
ら
標
準
化
の
提
案
が
あ
り

数
年
の
審
議
を
経
て
今
回
の

発
行
に
つ
な
が
っ
た
も
の
。

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
や
中
国

な
ど
各
国
で
も
今
後
広
く
活

用
さ
れ
て
い
く
見
込
み
。

横
山 

隆
一

早
稲
田
大
学

理
工
学
術
院

教
授
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コ ク サ ン  
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　 ナ デ 　 デ

省
エ
ネ
分
野
の
国
際
規
格
発
行

『月刊「省エネルギー」』（財団法人 省エネルギーセンター）掲載図をもとに作成。
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節
は
無
事
越

え
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

東
京
電
力

管
内
の
今
夏

の
電
力
ピ
ー

ク
は
、
都
心

で
も
36
・
１

℃
と
い
う
猛

烈
な
暑
さ
だ

東京電力管内 最大電力の推移
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東京電力発表資料をもとに作成。

（年）

（
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位
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節電目標5100万kW

※ １１年は８月末までの
最大電力の値
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し
て
き
た
「
か
り
ゆ
し
」
ウ
エ
ア

を
全
国
の
営
業
ス
タ
ッ
フ
が
着

用
、
事
務
所
の
空
調
の
設
定
温
度

は
28
℃
に
し
、
照
明
は
最
小
限
に

し
て
き
た
。
ま
た
、「
節
電
ア
ク

シ
ョ
ン
」
に
お
い
て
は
、
日
本
テ

ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協
の
技
術
者

が
「
節
電
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、

ユ
ー
ザ
ー
の
節
電
啓
発
活
動
を
行

う
な
ど
、
多
様
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
き
た
。

　

ユ
ー
ザ
ー
に
対
す
る
独
自
の
活

動
と
し
て
は
、
前
年
比
15
％
削
減

目
標
を
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
設
定
で

き
る
機
能
や
、
メ
ー
ル
で
前
日
の

電
力
使
用
状
況
と
当
日
の
電
力
予

報
を
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

期
間
限
定
で
無
料
提
供
す
る
取
り

組
み
を
実
施
。
そ
れ
ら
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
15
％
削

減
目
標
を
設
定
し
た
ユ
ー
ザ
ー
は

２
７
０
０
件
を
超
え
た
。

　

こ
の
２
７
０
０
超
の
ユ
ー
ザ
ー

の
ほ
と
ん
ど
は
、
契
約
電
力
が
５

０
０
㌔
㍗
以
下
の
需
要
家
。
つ
ま

り
、
今
回
の
電
気
事
業
法
第
27
条

に
よ
る
電
力
制
限
を
受
け
な
い
小

口
需
要
家
で
あ
る
。
し
か
も
、
電

力
の
需
給
が
逼
迫
す
る
関
東
・
東

北
だ
け
で
は
な
く
、
関
西
・
中
部
・

四
国
・
九
州
な
ど
の
ユ
ー
ザ
ー
も

多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
中
に
は
、

「
昨
年
に
10
％
以
上
の
削
減
を
し

た
の
で
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
15
％

削
減
す
る
の
は
難
し
い
が
、
少
し

で
も
努
力
す
る
」
と
の
姿
勢
を
示

し
、
実
際
に
目
標
を
達
成
し
た
例

も
あ
る
。

　

節
電
を
達
成
し
、
２
０
１
１
年

の
夏
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
最
大
の

理
由
は
各
ユ
ー
ザ
ー
の
努
力
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、

そ
こ
に
は
、
小
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

少
な
か
ら
ぬ
助
勢
に
な
っ
て
い
る

と
の
自
負
が
あ
る
。
ピ
ー
ク
削
減

や
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
は
、
電
気
使
用

量
の
「
見
え
る
化
」
が
な
け
れ
ば

難
し
い
。
電
源
を
切
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
わ
か
る
「
理わ

解か

る
化
」
が
あ

る
こ
と
で
ア
ク
シ
ョ
ン
が
起
こ
し

や
す
く
な
る
。
さ
ら
に
、「
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
」
に
よ
っ
て
取
り

組
み
の
継
続
も
容
易
に
な
る
。
今

夏
は
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
小
社

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
本
当
に
利
用
価
値

の
あ
る
も
の
か
ど
う
か
、
そ
の
真

価
を
試
さ
れ
る
場
で
あ
っ
た
と
も

思
え
る
。

　

さ
て
、
こ
の
夏
の
節
電
は
、
電

力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
に
ら
ん
だ

ピ
ー
ク
の
抑
制
が
主
目
的
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
原
子
力
発
電
所
の

再
稼
働
問
題
な
ど
で
、
今
後
電
気

料
金
の
値
上
が
り
は
避
け
ら
れ
な

い
状
況
と
見
ら
れ
て
い
る
。
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
上
昇
と
い
う
事

態
に
対
応
す
る
に
は
、
ピ
ー
ク
抑

制
の
た
め
の
単
な
る
「
節
電
」
で

は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
無

駄
や
ム
ラ
を
な
く
す
「
省
エ
ネ
」

が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
目
標
は

は
電
力
使
用
量
の
削
減
だ
。

　

こ
れ
か
ら
暖
房
を
使
う
ま
で
の

間
に
、
空
調
を
利
用
し
な
い
時
期

が
あ
る
。
こ
の
期
間
に
無
駄
と
ム

ラ
を
探
し
出
し
、
ピ
ー
ク
だ
け
で

な
く
、
電
力
使
用
量
を
減
ら
す
方

法
を
探
り
た
い
。
小
社
の
最
新
機

器
に
も
、
そ
う
し
た
電
力
使
用
量

削
減
に
有
効
な
機
能
を
追
加
し

た
。
ピ
ー
ク
の
上
限
設
定
だ
け
で

な
く
、
30
分
単
位
で
の
目
標
設
定

を
可
能
に
し
た
の
だ
。

　

ピ
ー
ク
削
減
と
い
う
社
会
的
要

求
だ
っ
た
「
節
電
」
を
乗
り
越
え

た
今
、
電
力
使
用
量
を
削
減
し
て

い
く
本
当
の
「
省
エ
ネ
」
に
向
か

っ
て
進
む
時
期
に
来
て
い
る
。

　

電
気
の
「
地
産
地
消
」。
水

の
落
下
す
る
力
を
利
用
で
き
る

滝
や
、
熱
を
利
用
で
き
る
温
泉

な
ど
自
然
の
資
源
を
使
っ
た
ご

当
地
発
電
の
試
み
が
、
各
地
で

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
東
日

本
大
震
災
以
降
、
自
立
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
確
保
を
目
的
と
し
た

自
然
環
境
の
利
用
に
、
高
い
関

心
が
向
き
始
め
た
こ
と
が
背
景

に
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
電
気
は
本
来
た

め
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

使
う
分
量
に
応
じ
た
電
気
を
、

使
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ

て
つ
く
り
、
送
り
届
け
る
必
要

が
あ
る
。
通
常
、電
力
会
社
は
、

消
費
者
が
求
め
る
電
力
量
（
需

要
）
が
、
ど
の
程
度
か
を
見
極

め
て
、
そ
の
場
そ
の
場
で
発
電

量
（
供
給
）
を
調
整
し
な
が
ら
、

送
電
し
て
い
る
。
だ
が
、
震
災

の
影
響
で
、
全
体
の
発
電
量
が

減
少
。
そ
こ
で
、
今
年
の
夏
に

　

２
０
１
０
年
度
に
全
国
の

指
定
引
取
所
で
引
き
取
っ
た

廃
家
電
４
品
目
の
合
計
は
約

２
７
７
０
万
台
で
、
前
年
度

比
約
47
・
４
％
増
と
５
割
近

く
増
え
た
結
果
と
な
っ
た
。

内
訳
は
、
エ
ア
コ
ン
が
約
３

１
４
万
台
（
前
年
度
比
約

45
・
９
％
増
）、
ブ
ラ
ウ
ン

管
テ
レ
ビ
が
約
１
７
３
７
万

台
（
同
・
約
68
・
３
％
増
）、

液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
が

約
65
万
台
（
同
・
約
２
０
０
・

０
％
増
）、
冷
蔵
庫
・
冷
凍

庫
が
約
３
４
０
万
台
（
同
・

約
13
・
１
％
増
）、
洗
濯
機
・

衣
類
乾
燥
機
が
約
３
１
４
万

台
（
同
・
約
１
・
６
％
増
）。

「節電」の夏を乗り越えた今
本当の「省エネ」に向かう姿勢を
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電気の「地産地消」　ご当地発電の試み
う
と
い
う
の
が
ご
当
地
発
電
で

あ
る
。

　

鹿
児
島
県
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
曽
木
の
滝
」
で
は
滝
を
利
用

し
た
水
力
発
電
が
始
ま
る
。
曽

木
の
滝
に
は
も
と
も
と
明
治
時

代
、
国
内
で
最
大
級
の
水
力
発

電
所
が
あ
っ
た
。
今
回
も
滝
の

上
流
に
残
る
発
電
所
を
利
用
す

る
。
約
１
０
０
０
世
帯
の
年
間

電
力
量
を
発
電
す
る
予
定
。

　

富
山
県
内
で
は
、
小
早
月
川

か
ら
引
い
た
水
で
最
大
１
０
０

０
㌔
㍗
発
電
す
る
計
画
を
進
め

て
い
る
。
総
事
業
費
約
11
億
円

の
う
ち
約
８
億
円
を
市
民
の
出

資
で
賄
う
計
画
だ
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
北
海
道
ニ
セ

コ
町
で
は
農
業
用
水
路
や
河
川

の
落
差
を
利
用
し
た
水
力
発

電
。
静
岡
県
で
は
源
泉
４
カ
所

で
温
泉
水
の
熱
を
利
用
し
た
発

電
な
ど
が
実
用
化
に
向
け
て
調

査
が
始
ま
っ
た
。

　

ご
当
地
な
ら
で
は
の
特
性
を

生
か
し
た
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア
や

自
然
と
調
和
す
る
無
理
の
な
い

開
発
が
求
め
ら
れ
る
時
代
が
来

て
い
る
よ
う
だ
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
実
績　

約
５
割
増

　

２
０
１
１
年
６
月
、
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
（
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
）
に
基
づ
き
、
廃
家
電
４
品
目
（
エ
ア
コ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン

管
お
よ
び
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・

衣
類
乾
燥
機
）に
お
け
る
２
０
１
０
年
度
の
引
取
台
数
が
公
表
さ
れ
、

合
計
台
数
が
前
年
度
の
約
５
割
増
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

2010年度指定引取所でのリサイクル家電引取数

　

２
０
１
１
年
７
月
、
環
境
省
は

２
０
１
１
年
度
の
「
地
球
温
暖
化
対

策
技
術
開
発
等
事
業
（
競
争
的
資

金
）」
に
20
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

選
定
し
、
採
択
し
た
と
発
表
し
た
。

採
択
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
環

境
省
か
ら
の
委
託
や
補
助
に
よ
っ
て

技
術
開
発
が
進
め
ら
れ
る
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
技
術
開
発
等
事

業
は
、
競
争
的
資
金
（
公
募
し
た
研

究
開
発
課
題
へ
の
応
募
の
中
か
ら
実

施
す
る
も
の
を
選
び
開
発
資
金
を
配

分
す
る
も
の
）
の
一
つ
。
早
期
の
実

用
化
が
必
要
と
さ
れ
、
か
つ
実
用
化

が
可
能
と
見
込
め
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
抑
制
技
術
の
開
発

や
実
証
研
究
の
提
案
を
、民
間
企
業
、

公
的
研
究
機
関
、
大
学
な
ど
か
ら
受

け
付
け
て
い
た
。
第
一
次
と
第
二
次

に
分
け
て
公
募
が
実
施
さ
れ
、
合
計

85
件
が
応
募
。
そ
の
う
ち
の
20
件
が

採
択
さ
れ
た
。

　

第
一
次
公
募
で
は
交
通
の
分
野
で

３
件
、
住
宅
・
オ
フ
ィ
ス
の
分
野
で

５
件
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
分
野
で

４
件
、
バ
イ
オ
マ
ス
・
循
環
資
源
の

分
野
で
４
件
の
合
計
16
件
。
第
二
次

公
募
で
４
件
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
採
択
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
、
交
通
分
野
の
「
配
送
用
ト

ラ
ッ
ク
の
Ｅ
Ｖ
化
技
術
の
開
発
・
実

証
」、
住
宅
・
オ
フ
ィ
ス
分
野
の
「
分

散
電
源
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
制
御
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
よ
る
電

気
・
熱
利
用
の
最
適
化
と
Ｃ
Ｏ
２

削

減
実
証
研
究
」、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

分
野
の
「
自
然
環
境
へ
の
悪
影
響
を

回
避
・
最
小
化
し
た
地
熱
発
電
に
関

す
る
技
術
開
発
」、
バ
イ
オ
マ
ス
・

循
環
資
源
分
野
の
「
軽
油
相
当
の
バ

イ
オ
燃
料
（
炭
化
水
素
油
）
に
関
す

る
技
術
開
発
」
な
ど
が
あ
る
。

　

エ
ア
コ
ン
の
引
取
台
数
の

増
加
は
、
昨
年
の
猛
暑
と
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
よ
っ
て

需
要
が
喚
起
さ
れ
た
背
景
が

あ
る
。
同
様
に
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
制
度
が
新
製
品
購
入
を
促

し
た
テ
レ
ビ
に
も
、
地
上
波

放
送
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
っ
た

買
い
換
え
需
要
が
後
押
し
し

て
い
る
。
ま
た
、
液
晶
・
プ

ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
で
は
、
薄
型

テ
レ
ビ
が
出
始
め
た
こ
ろ
の

製
品
が
リ
サ
イ
ク
ル
時
期
を

迎
え
て
い
る
こ
と
も
、
引
取

台
数
を
増
や
す
要
因
に
な
っ

た
と
見
ら
れ
る
。

　

引
き
取
ら
れ
た
廃
家
電
の

再
商
品
化
状
況
（
リ
サ
イ
ク

ル
処
理
に
よ
り
、
鉄
、
銅
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
ガ
ラ
ス
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
有
価

物
と
し
て
回
収
）
は
、
エ
ア

コ
ン
が
88
％
、
ブ
ラ
ウ
ン
管

テ
レ
ビ
が
85
％
、
液
晶
・
プ

ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
が
79
％
、
冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
が
76
％
、
洗

濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
が
86
％

と
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
法
律

で
定
め
た
再
商
品
化
率
の
基

準
を
上
回
っ
て
い
る
。

フロン類の破壊処理量
2010年度は前年比５％増

環境省／経済産業省

　

２
０
１
１
年
７
月
、
環
境

省
と
経
済
産
業
省
は
オ
ゾ
ン

層
を
壊
す
と
さ
れ
る
フ
ロ
ン

類
が
国
内
で
ど
の
程
度
処
理

さ
れ
た
の
か
を
報
告
す
る
２

０
１
０
年
度
の
「
フ
ロ
ン
類

の
破
壊
量
の
集
計
結
果
」
を

公
表
し
た
。「
特
定
製
品
に

係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び

破
壊
の
実
施
の
確
保
等
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
く
も
の

で
、
フ
ロ
ン
類
破
壊
業
者
か

ら
の
報
告
の
ま
と
め
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
２
０
１

０
年
度
に
破
壊
処
理
さ
れ
た

フ
ロ
ン
類
は
約
４
１
５
２
㌧

で
、
前
年
度
の
約
３
９
４
１

㌧
と
比
較
し
て
約
５
％
の
増

加
と
な
っ
た
。
処
理
さ
れ
た

フ
ロ
ン
類
の
内
訳
は
、
Ｃ
Ｆ

Ｃ
（
ク
ロ
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー

ボ
ン
）
が
約
２
７
１
㌧
、
Ｈ

Ｃ
Ｆ
Ｃ
（
ハ
イ
ド
ロ
ク
ロ
ロ

フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
）
が
約

２
２
８
４
㌧
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
（
ハ

イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ

ン
）
が
約
１
５
９
６
㌧
。

　

最
近
の
破
壊
処
理
量
は
Ｃ

Ｆ
Ｃ
が
減
少
、
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
が

漸
増
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｃ
は
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
に
よ

っ
て
す
で
に
生
産
が
全
廃
さ

れ
て
お
り
、
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
は
生

産
規
制
が
進
行
中
。
破
壊
処

理
量
が
増
加
傾
向
に
あ
る
Ｈ

Ｆ
Ｃ
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
や
Ｈ
Ｃ
Ｆ

Ｃ
の
代
替
物
と
し
て
開
発
さ

れ
た
、
い
わ
ゆ
る
代
替
フ
ロ

ン
と
呼
ば
れ
る
も
の
。
こ
の

よ
う
な
規
制
や
開
発
の
経
緯

が
、
処
理
量
の
傾
向
と
し
て

表
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
代
替
フ
ロ
ン
と

し
て
開
発
さ
れ
た
Ｈ
Ｆ
Ｃ

は
、
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る

物
質
で
は
な
い
が
、
強
力
な

温
室
効
果
ガ
ス
と
し
て
知
ら

れ
る
物
質
。
Ｈ
Ｆ
Ｃ
は
京
都

議
定
書
で
は
排
出
削
減
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
Ｃ

Ｆ
Ｃ
と
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
も
オ
ゾ
ン

層
破
壊
物
質
で
あ
る
と
同
時

に
強
力
な
温
室
効
果
ガ
ス
で

も
あ
る
。

ピーク抑制の「節電」と日本テクノの考える「省エネ」

　

２
０
１
１
年
夏
、
環
境
省
は
前

年
ま
で
の
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
を
強

化
さ
せ
た
「
ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ

ズ
」
を
提
唱
し
、
一
層
の
節
電
を

呼
び
掛
け
た
。
電
力
不
足
を
乗
り

切
る
た
め
、
オ
フ
ィ
ス
で
の
さ
ら

な
る
軽
装
や
勤
務
シ
フ
ト
の
調
整

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
推

進
さ
れ
た
。
ま
た
経
済
産
業
省
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
「
節
電

ア
ク
シ
ョ
ン
」
も
進
め
ら
れ
、
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
に
よ
り
広
く
節
電

へ
の
協
力
が
求
め
ら
れ
た
。

　

小
社
で
も
、
沖
縄
県
で
は
定
着

地球温暖化対策を推進
２０の支援プロジェクト採択

2011年度85件から選定環
境
省 

　

２
０
１
１
年
５
月
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
は
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

起
源
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
が

２
０
１
０
年
、
過
去
最
大
に
達
し
た
と
発
表

し
た
。
こ
の
年
の
排
出
量
は
３
０
６
億
㌧
。

そ
れ
ま
で
最
も
多
か
っ
た
２
０
０
８
年
の

２
９
３
億
㌧
を
13
億
㌧
上
回
っ
た
。

　

２
０
１
０
年
末
に
開
か
れ
た
気
候
変
動
枠

組
条
約
第
16
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
）

で
参
加
各
国
は
、
産
業
革
命
以
降
の
気
温
上

昇
を
２
℃
以
内
に
抑
え
る
と
い
う
目
標
を
決

め
た
が
、
今
回
発
表
さ
れ
た
数
値
は
、
そ
の

目
標
達
成
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
結

果
と
な
っ
た
。

　

気
象
庁
で
は
２
０
０
４
年
度
か
ら
毎
年
、

関
東
・
東
海
・
近
畿
・
九
州
北
部
の
都
市
を

対
象
に
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
監
視
報
告
」

を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
２
０
１
０
年
度

は
北
海
道
石
狩
地
方
と
そ
の
周
辺
も
調
査
対

象
に
加
え
、
そ
の
結
果
を
２
０
１
１
年
６
月

に
発
表
し
た
。

　

報
告
に
よ
る
と
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
を
示
す
都
市
化
に
よ
る
気
温
上
昇
は
、
関

東
地
方
で
３
℃
以
上
、
東
海
・
近
畿
・
九
州

北
部
地
方
で
２
℃
以
上
と
な
っ
た
。
ま
た
北

海
道
石
狩
地
方
と
そ
の
周
辺
で
も
、
２
℃
以

上
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

２
０
１
１
年
５
月
、
栃
木
県
は
２
０
１
０

年
度
の「
エ
コ
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
ち
ぎ
」

の
結
果
を
公
表
し
た
。
県
職
員
自
ら
が
マ
イ

カ
ー
利
用
を
抑
え
自
転
車
や
徒
歩
、
公
共
交

通
な
ど
を
積
極
的
に
利
用
す
る
取
り
組
み
。

毎
月
１
日
と
15
日
、
第
１
水
曜
日
を
「
エ
コ

通
勤
デ
ー
」
と
し
て
通
年
の
活
動
を
行
い
、

９
月
１
日
と
12
月
１
日
の
２
日
間
は
県
内
の

全
市
町
も
参
加
し
た
。
通
年
の
活
動
で
は
年

間
55
㌧
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
削
減
。

２
日
間
の
活
動
で
は
41
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２

を
削
減

で
き
た
。
効
果
が
確
認
で
き
た
栃
木
県
は
、

今
後
企
業
へ
参
加
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
活
動

を
広
げ
て
い
く
考
え
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
排
出
量
過
去
最
大

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
監
視
報
告

栃
木
県 

エ
コ
通
勤
実
施
結
果
公
表

eco topicseco topics

前年比

エアコン…猛暑、エコポイント
テレビ…地デジ化、エコポイント

需要増加が
リサイクルを
後押し

出所：（財）家電製品協会「家電リサイクル年次報告書」2010年度版
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（
年
度
）

５

１５

２０

２５

３０

１０

引
取
台
数
（
１
０
０
万
台
）

エアコン
ブラウン管テレビ
液晶・プラズマテレビ
冷蔵庫・冷凍庫
洗濯機・衣類乾燥機

暑
い
都
市
の
熱
ス
ト
レ
ス
を
低
減

　

２
０
１
１
年
７
月
、
環
境

省
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
に
対
す
る
適
応
策
に
つ
い

て
、
そ
の
効
果
の
試
算
結
果

を
ま
と
め
公
表
し
た
。

　

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

は
、
周
辺
地
域
に
比
べ
都
市

部
の
気
温
が
上
昇
す
る
も

の
。
こ
れ
に
対
し
、
環
境
省

で
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
照
り

返
し
を
抑
え
る
地
表
面
被
覆

の
改
善
な
ど
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
そ
の
も
の
に
対
す

る
緩
和
策
を
検
討
し
て
き

た
。
そ
れ
に
加
え
、
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
が
生
じ
た

場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
取
れ
ば
、
人
へ
の
影
響
を

低
減
で
き
る
か
と
い
う
適
応

夏季街路の歩行で効果検証

「ヒートアイランド現象に対する
適応策の効果の試算結果」

策
に
も
着
目
し
、
検
証
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
適
応
策
に

つ
い
て
試
算
結
果
を
公
表
し

た
の
が
今
回
の
発
表
。

　

こ
こ
で
は
夏
季
の
街
路
を

歩
行
す
る
場
面
に
つ
い
て
調

査
を
実
施
し
た
。
想
定
し
た

の
は
、
都
市
内
の
街
路
約
１

㌔
㍍
を
信
号
待
ち
も
含
め
て

約
20
分
、
日
中
に
歩
行
す
る

ケ
ー
ス
。
歩
行
に
際
し
て
い

く
つ
か
の
適
応
策
を
取
っ
た

と
き
に
、
歩
行
者
の
熱
ス
ト

レ
ス
が
ど
の
程
度
低
減
さ
れ

る
か
、
発
汗
量
の
増
減
な
ど

を
も
と
に
検
証
し
た
。

　

検
証
し
た
適
応
策
は
、
歩

行
者
自
身
が
行
う
も
の
と
、

街
路
を
改
良
す
る
も
の
の
大

き
く
２
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　

歩
行
者
自
身
が
行
っ
た
主

な
適
応
策
は
、
ク
ー
ル
ビ
ズ

と
日
傘
の
使
用
。
上
着
を
着

用
し
な
い
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
歩

行
し
た
場
合
、
上
着
を
着
用

し
た
と
き
に
比
べ
、
熱
ス
ト

レ
ス
が
約
11
％
低
減
で
き
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
ク

ー
ル
ビ
ズ
に
加
え
て
日
傘
を

使
用
す
る
と
合
計
で
約
20
％

の
低
減
に
な
る
。

　

も
う
一
方
の
街
路
を
改
良

す
る
適
応
策
で
は
、
街
路
樹

の
有
無
や
間
隔
、
歩
道
と
車

道
を
保
水
性
舗
装
に
し
た
ケ

ー
ス
が
調
査
さ
れ
た
。

　

日
影
が
連
続
す
る
７
・
５

㍍
間
隔
の
街
路
樹
が
あ
る
場

環
境
省

合
は
、
街
路
樹
が
ま
っ
た
く

な
い
歩
道
に
比
べ
、
熱
ス
ト

レ
ス
は
約
17
％
低
減
。
ま
た

10
㍍
間
隔
で
街
路
樹
が
あ
る

場
合
は
、
日
影
は
連
続
し
な

い
が
、
街
路
樹
が
な
い
と
き

に
比
べ
約
９
％
の
熱
ス
ト
レ

ス
低
減
に
つ
な
が
る
。

　

歩
道
と
車
道
を
保
水
性
舗

装
に
し
て
常
時
給
水
す
る
ケ

ー
ス
で
は
、
対
策
を
し
な
い

場
合
に
比
べ
約
８
％
の
低
減

に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
約
９
％
の
低
減

で
あ
っ
た
10
㍍
間
隔
の
街
路

樹
が
あ
る
歩
道
を
歩
行
す
る

ケ
ー
ス
の
と
き
、
木
の
影
で

信
号
待
ち
を
す
る
と
、
熱
ス

ト
レ
ス
は
約
23
％
も
低
減
で

き
る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ

た
。
ま
た
、
歩
行
途
中
に
冷

房
さ
れ
た
建
物
内
で
休
憩
を

取
る
こ
と
も
効
果
が
あ
る
と

し
て
い
る
。

　

環
境
省
で
は
こ
れ
ら
有
効

な
適
応
策
の
普
及
啓
発
と
街

区
の
整
備
な
ど
を
進
め
、
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
に
よ

る
国
民
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
し
た
い
考
え
。

歩行時熱ストレスの削減率

出所：環境省発表資料

ク
ー
ル
ビ
ズ
＋
日
傘
使
用

緑
陰
で
信
号
待
ち
＋
10
㍍
間
隔
の
街
路
樹

７
・
５
㍍
間
隔
の
街
路
樹

10
㍍
間
隔
の
街
路
樹

歩
道
・
車
道
の
保
水
性
舗
装
化

ク
ー
ル
ビ
ズ

クール !!

20％減

11％減

８％減 ９％減 １７％減

２３％減

電
力
使
用
量
の

全
体
を
下
げ
る

電
力
使
用
の
ピ

ー
ク
を
下
げ
る

ピークを抑制すると同時に…

日本テクノの考える省エネ

ピーク抑制の節電

打
ち
出
さ
れ
た
の
が
、

ピ
ー
ク
時
の
節
電
だ
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
電

力
量
を
減
ら
し
、
発
電

量
に
見
合
う
分
の
使
用

量
に
し
よ
う
と
い
う
も

の
だ
。

　

そ
れ
と
は
逆
に
、
供

給
量
を
増
や
し
、
地
元

の
需
要
を
賄
っ
て
い
こ

電気は需要と供給の一致が必要

供給 需要

ご当地発電で供
給を増やし需要
を賄う

節電で需要を減
らし供給不足を
補う

http://econews.jp/newspaper/thinking/index.html
http://econews.jp/newspaper/knowledge/index.html
http://www.setubikaizen.com/contents_k/indivi07.html


（ 3 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１１年 （平成２３年） 秋季　【季刊】

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
が
到
来
し
、
自
転
車
や
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
を
使
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
た

人
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
の
ペ
ダ
ル
を
踏
む
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
自
分
た
ち
の
使
う
電
気
を

つ
く
る
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
が
あ
る
。
今
は
ま
だ
小
さ
な
発
電
量
だ
が
、
や
が
て
は
大
き
な
パ
ワ

ー
へ
と
つ
な
が
る
。
そ
ん
な
期
待
を
抱
か
せ
る
熱
い
場
所
だ
。

　

自
転
車
は
練
習
生
か
ら
不
要
に
な
っ
た
も

の
を
譲
り
受
け
た
。
自
転
車
を
使
っ
た
発
電

機
の
つ
く
り
方
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

調
べ
、
わ
か
ら
な
い
部
分
は
電
気
に
詳
し
い

知
人
に
協
力
を
仰
い
だ
。
部
品
の
調
達
か
ら

完
成
ま
で
約
３
カ
月
、
総
製
作
費
は
、
わ
ず

か
１
万
４
０
０
０
円
ほ
ど
。

　

特
製
の
自
転
車
発
電
機
は
、
ペ
ダ
ル
を
こ

ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ

vol.10

　

太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス

な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た
電
力
の

買
い
取
り
を
電
力
会
社
に
義
務
づ
け
る
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
」
が
成
立
し
た
。
現

在
で
は
ま
だ
全
発
電
量
の
９
・
２
％
に
と
ど
ま
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
来
年
７
月
の
同
法
施
行

後
は
そ
の
普
及
に
弾
み
が
つ
き
そ
う
だ
。

　

特
別
措
置
法
で
定
め
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
中
で
も
安
定
し
た
発
電
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る

の
が
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
各
種
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
も
実
用
化
の
柱
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
バ
イ
オ
マ
ス
で
、
２
０
０
６

年
か
ら
稼
働
を
続
け
る
福
島
県
白
河
市
の
白
河
ウ

ッ
ド
パ
ワ
ー
を
取
材
し
た
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
は
石

炭
な
ど
ほ
か
の
化
石
燃
料
と
混

焼
す
る
タ
イ
プ
の
も
の
も
多
い

が
、
白
河
ウ
ッ
ド
パ
ワ
ー
は
１

０
０
％
木
質
チ
ッ
プ
が
燃
料
。

「
燃
焼
時
に
出
る
Ｃ
Ｏ
２

は
樹

木
の
成
長
過
程
で
光
合
成
に
よ

り
取
り
込
ま
れ
た
も
の
」と
し
、

実
質
的
に
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

を

増
加
さ
せ
な
い
「
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
考
え
を
実
践

し
て
い
る
。

　

燃
料
の
木
質
チ
ッ
プ
は
地
域

で
発
生
す
る
木
質
資
源
を
原
料

に
つ
く
ら
れ
る
。
内
訳
は
、
建

築
廃
材
が
65
％
、
造
成
時
の
抜

根
材
、
枝
葉
お
よ
び
森
林
未
利

用
材
が
35
％
で
、
１
日
平
均
３

５
０
㌧
が
燃
料
と
な
る
。
年
間

で
は
約
12
万
㌧
だ
。

　

木
質
チ
ッ
プ
は
生
産
物
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
発
生
物
。
木

部
や
樹
皮
、
土
の
付
い
た
抜
根

部
分
が
混
在
し
て
お
り
、
天
気

に
よ
っ
て
含
水
量
も
大
き
く
左

右
さ
れ
る
た
め
、
燃
焼
量
が
均

一
に
な
る
よ
う
配
合
が
必
要

だ
。
ま
た
、
燃
焼
状
況
に
応
じ

て
、
ボ
イ
ラ
ー
に
投
入
さ
れ
る

木
質
チ
ッ
プ
の
量
を
調
整
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
発
電

効
率
の
低
下
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
太
陽
光

や
風
力
に
比
べ
そ
の
安
定
し
た

供
給
力
が
魅
力
で
あ
る
。

　

設
備
の
中
心
と
な
る
循
環
流

い
で
回
し
た
後
輪
タ
イ
ヤ
の
回
転
を
、
オ
ル

タ
ネ
ー
タ
ー
（
発
電
機
の
一
種
）
に
伝
え
て

発
電
す
る
。
そ
の
電
気
を
変
圧
器
で
家
庭
用

電
圧
に
変
え
る
仕
組
み
。
ハ
ン
ド
ル
に
は
発

電
量
を
示
す
メ
ー
タ
ー
も
付
け
た
。

　

現
在
、
自
転
車
発
電
機
は
最
初
に
想
定
し

た
看
板
用
の
電
気
で
は
な
く
、
練
習
中
に
時

間
を
知
ら
せ
る
ゴ
ン
グ
タ
イ
マ
ー
に
つ
な
が

れ
て
い
る
。「
看
板
の
電
気
な
ど
簡
単
だ
ろ

う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
発
電
す
る

の
は
想
像
以
上
に
大
変
で
し
た
」（
同
氏
）。

　

電
化
製
品
を
動
か
す
に
は
常
時
最
低
14
ボ

ル
ト
の
電
圧
が
必
要
で
、
自
転
車
発
電
機
の

回
転
数
を
一
定
に
保
ち
続
け
な
け
れ
ば
、
こ

の
電
圧
は
得
ら
れ
な
い
。「
わ
ず
か
２
ラ
ウ

ン
ド
だ
け
で
も
、
こ
ぎ
続
け
る
と
、
足
が
動

か
な
く
な
り
ま
す
」
と
内
藤
さ
ん
は
笑
う
。

　

さ
ら
に
内
藤
さ
ん
は
、
も
っ
と
多
く
の
人

に
発
電
の
仕
組
み
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

近
所
の
小
学
生
を
対
象
に
発
電
体
験
会
を
設

動
床
ボ
イ
ラ
ー
は
木
質
チ
ッ
プ

の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
高

い
燃
焼
効
率
を
引
き
出
せ
る
。

発
電
効
率
は
木
質
専
焼
発
電
所

と
し
て
は
高
水
準
の
約
27
％
。

発
電
出
力
は
１
万
１
５
０
０
㌔

㍗
、
一
般
家
庭
の
電
気
使
用
量

に
換
算
す
る
と
約
１
万
５
０
０

０
世
帯
分
。
そ
の
う
ち
２
０
０

０
㌔
㍗
を
施
設
稼
働
用
と
し
て

使
用
、
９
５
０
０
㌔
㍗
を
電
気

事
業
者
に
卸
し
て
い
る
。

　

木
質
チ
ッ
プ
の
原
料
と
な
る

木
質
資
源
は
、
地
元
の
白
河
市

を
中
心
に
半
径
２
５
０
㌔
㍍
以

内
か
ら
調
達
さ
れ
る
。
そ
し
て

職
員
も
同
様
に
地
元
か
ら
。
全

職
員
24
名
の
う
ち
15
名
は
地
域

で
の
採
用
だ
。
地
元
の
環
境
保

全
だ
け
で
な
く
雇
用
面
か
ら
も

地
域
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

地
域
の
木
材
を
再
資
源
化

し
、
地
域
の
活
力
を
最
大
限
に

利
用
す
る
こ
と
で
、
環
境
へ
の

配
慮
と
経
済
活
動
の
両
立
を
、

理
想
的
な
形
で
実
現
し
て
い
る

白
河
ウ
ッ
ド
パ
ワ
ー
。
無
理
の

な
い
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
形

態
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

木
か
ら
生
ま
れ
る
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
。
そ
れ
は
地
球
環
境
を

守
り
な
が
ら
、
人
々
の
暮
ら
し

を
支
え
る
未
来
型
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
な
る
。

【第８節：ボクシングジムの人力発電】

report─ on the Eco Spot

K・T・T ボクシングジム
http://ktt.blogzine.jp/

トレーニングが
エコ活動 木質チップ 100% 利用のバイオマス発電

建築廃材から電気をつくる

株式会社 白河ウッドパワー
http://www.fesco.co.jp/swp/

エコカレンダー
キャッチコピー募集

キャンペーン

受賞者発表

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
、
環
境
を
テ
ー
マ
に
過
去
５
年
間
「
エ
コ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
制
作

し
て
き
ま
し
た
。
一
昨
年
か
ら
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
す
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
公

募
を
ス
タ
ー
ト
。
今
回
も
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

で
は
来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
作
品
の
発
表
で
す
。

20
12

　３月 11 日、未曾有の大災害に見舞われ、私た
ちは待ったなしに節電を迫られ、クリーンエネル
ギーについて考えさせられています。
　寄せられたコピーを拝見しますと、古き良き日
本の四季の風景を髣

ほう

髴
ふつ

とさせるものも多く、自然
と仲良く暮らしていたあのころを、未来に取り戻
したいと願っているのでは、と感じました。日々
エコカレンダーを眺めることが、文明と自然が共
生する適切なバランスについて、考えるきっかけ
になりましたら幸いです。

株式会社イクリプス代
表取締役社長。大賞受
賞作 12 本に添える水
彩画の制作を担当する。
http://www.eclipse-jp.com/

総 評 特別賞 大賞以外にも素晴らしい作品が多数寄せられました。皆さんの環境への思いに
対し少しでも敬意を表したいと考え、関係者を選者に特別賞を設けました。

たくさんのご応募、
ありがとうございました！！
福島県立平商業高等学校、岡山市立西大寺中学校、相模原市立弥栄小学校、東京都立南大沢学園特別支援学校、日本大学藝術学部
からの団体応募もいただきました。ご協力ありがとうございました。

「エコ・環境」をテーマにご意見を募集！
〒163-0651　東京都新宿区西新宿1-25-1　新宿センタービル51階
日本テクノ株式会社「エコカレンダーキャッチコピー募集キャンペーン」TEL.0120-308-498
●日本テクノ株式会社の個人情報保護方針　http://www.n-techno.co.jp/privacy.htmlをご参照ください

詳細はサイトへ▶▶エコカレンダーキャッチコピー募集キャンペーン

www.n-techno.co.jp
お問い合わせ
ご意見は
こちらまで

 ゆうこ さん（静岡県 20代）

桜咲く　春の光に　手をかざす

月４

花あふれる町づくり

 あわわ姫 さん（福岡県 50代）

れんげそう　花のかんむり　お姫さま

月３
 かよこ さん（東京都 30代）

子の未来　幸多かれと天の川

月７

温暖化で、スキー場やワカサギ釣りの閉鎖で観光経済に与える打撃、環境のため
に、車をなるべく使わず、徒歩か自転車で移動して、電球もLEDに。出来るこ
とから始めたい。
 牛猫３ さん（千葉県４0代）

雪降らず、犬も炬燵で丸くなる

月２ 以前からエコに興味があり、エコバッグ持参、家庭でミニ菜園もしています。
自然を大切に。
 ゆめ あろえ さん（高知県 20代）

帰り道　色とりどりの　傘の花

月６

健康な肉体と健全な精神で、日々エコの生活をしたいと思っています。

 エコロ爺 さん（東京都 60代）

若竹が　青空目指し　背を競う

月５ エコや温暖化防止はみんな（個人や企業）の心掛けしだい。継続してつみあげ
てゆき、美しい自然のある地球を守っていきたい。
 まさあき さん（大分県 60代）

ヤギさんも牛さんも馬さんも　おいしそうに緑の
草を食べてるね。いつまでも、この大地を大切に

月９

かつて扇風機やエアコンが無い時代、私たち兄弟は、風呂上りにお互いに団扇で
扇ぎあい汗をとりました。
寒い冬、飼い猫が本当に湯たんぽ代わりになります。エコです。
落雷は困りますが、上手に降ってくれれば本当に天然シャワーで涼しくなります。
 キッキ さん（福井県 60代）

風呂上り　兄弟団扇で　扇ぎあい

月８

私は今ゴミ捨てをしています。（家庭ゴミ）ゴミは「護美」とも書きます。車で走る
とカップ麺の「カップ」とか、雑巾みたいなもの、または飲料品の缶とかが、道にこ
ろがっています。久留米は他都市と比べて少ないと思いますが、ゴミゼロを達成する
ように市民とガンバリたいです。
 とんちゃん さん（福岡県 60代）

枯葉舞う　まるで空のダンサーだ

10月

自然環境を破壊すると、元に戻すのに何十年、何百年もかかってしまいます。元
には戻らないかもしれません。
だから、小さなことでも一人ひとりが自然を大切にする心を持って、生活してゆく
ことが求められると思います。
 けいちゃん さん（広島県 40代）

蓑虫が　コート羽織って　冬支度

11月

今地球の将来を知りたいです。

 匿名希望 さん（長崎県 30代）

サンタさん　私より地球にプレゼントを

12月

12 本
　2012年エコカレンダーに
採用させていただくキャッ
チコピーは、以下の 12 本
に決定いたしました。おめ
でとうございます。そして、
ありがとうございました。
　ただ今、日野水穂先生が、
コピーにぴったりのイラスト
を鋭意作成中。どんな仕上
がりになるか、楽しみにお
待ちください。完成したエ
コカレンダーは、コピーを
寄せてくださった応募者全
員に贈呈いたします。

大 賞

2011年11月分「神無月★彡」さんのコピー

キャッチコピーを考えながら、うまれ育ったふるさとの四季を思い出しました。い
つまでもかわらずにいてほしいです。
 ともりん さん（福岡県 50代）

雪うさぎ　ふるさとの山へかえったのかな
またこんど　あそぼうね

月１

3011名!!応
募
者

日野 水穂 氏

たくさんのご応募、
ありがとうございました！！ コ

ピ
ー7407本!!

馬本英一
賞

守りたい
　　熱く小さな
　　　　もみじの手

さゆん さん（大阪府 20代）

コンセントをぬくくらい
　パパにもぼくにも
　　　　　できるのさ

まゆママ さん（広島県 40代）

止まってる
　　室外機の上に
　　　トンボとまってる

吉田まこと さん（神奈川県 50代）

プレゼントの
　　包装要らない
　　　　　　サンタ様

ケロッピ さん（新潟県 50代）

環境市場
新聞
賞

大日本印刷
賞

日本テクノ
賞

　

山
梨
県
甲
府
市
に
あ
る
「
Ｋ
・
Ｔ
・
Ｔ
ボ

ク
シ
ン
グ
ジ
ム
」
で
は
日
夜
、
練
習
生
に
よ

っ
て
自
家
発
電
が
行
わ
れ
て
い
る
│
│
。

　

ジ
ム
を
経
営
す
る
内
藤
俊
博
さ
ん
は
「
練

習
生
が
電
気
の
大
切
さ
を
知
り
、
環
境
問
題

に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
」
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
用
の
自
転
車
発
電
機
を
製
作
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
夜
間
の
ジ
ム
稼
働
時
、
看

板
の
電
気
が
明
る
く
、
つ
い
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
こ
と
。「
ど
こ
か
も
っ
た
い
な
い
と

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
た
ち
で
発
電
で

き
た
ら
面
白
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
内
藤
さ
ん
。

近所の小学生を対象に実施した発電体験会。

け
た
。「
さ
さ
い
な
取
り
組
み
で
す
が
、
意

識
を
持
つ
と
自
然
に
行
動
が
広
が
り
ま
す
。

『
子
ど
も
が
家
で
使
わ
な
い
電
気
を
消
す
よ

う
に
な
っ
た
』
と
保
護
者
の
方
か
ら
報
告
も

あ
り
ま
し
た
。
将
来
は
台
数
を
増
や
し
て
蓄

電
で
き
る
よ
う
に
し
、
ジ
ム
全
体
の
電
力
も

賄
い
た
い
」
と
意
欲
も
十
分
だ
。

　

自
転
車
発
電
の
実
験
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も

行
わ
れ
て
い
る
。「Green Gym

」
と
い
う

最
新
鋭
の
機
器
を
備
え
た
大
型
の
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
。「
世
界
初
の
発
電
ジ
ム
」
と
銘
打
つ

こ
の
ジ
ム
で
は
、
特
注
の
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
で

運
動
す
る
と
電
気
が
つ
く
ら
れ
、
２
０
０
９

年
に
は
ジ
ム
の
総
電
気
使
用
量
の
36
％
に
あ

た
る
３
万
７
０
０
０
㌔
㍗
時
を
発
電
し
た
と

い
う
。

　

今
は
ま
だ
ア
メ
リ
カ
の
例
に
は
及
ば
な
い

が
、
内
藤
さ
ん
の
ジ
ム
で
つ
く
ら
れ
た
電
気

や
脚
力
は
、
遠
く
な
い
未
来
に
、
世
界
の
ゴ

ン
グ
を
鳴
ら
す
だ
ろ
う
。

後輪タイヤ
に付けられ
た発電機の
一種である
オルタネー
ター。

自転車発電
機の電気を
利用してい
るゴングタ
イマー。

ゴ
ン
グ
を
鳴
ら
す
電
気
は
、
鍛
え
た
身
体
で
つ
く
り
出
す

白河ウッドパワー バイオマス発電の仕組み

木質チップ
受入ホッパー

木質チップ
サイロ

循環流動床
ボイラー

バグフィルター

煙突

蒸気タービン

発
電
機

主
変
圧
器

復水器
（空冷式）

木質チップ受入ホッパー
不適合な木片などはこの時点で除去。

木質チップサイロ
貯蔵量は5,200㎥で約3日分。

循環流動床ボイラー
木質チップの燃焼で高温高圧の蒸気を発生。

蒸気タービン・発電機
高温高圧の蒸気を回転動力に変換し、電気
エネルギーを発生させる。

変圧器から送電線へ
発電した電気は電圧を66,000ボルトにし
た後、東北電力の送電線を通じて送り出す。

復水器（空冷式）
蒸気タービン利用後の蒸気を冷却して水に。

バグフィルター
ボイラー燃焼ガス中のフライアッシュ（飛灰）
を捕集する。

　皆
さ
ん
の
思
い
が
つ
ま
っ

た
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
環
境
に

や
さ
し
い
印
刷
を
心
掛
け
て

制
作
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
…
…

● 

昨
年
よ
り
サ
イ
ズ
を
７
㍉

㍍
大
き
く
し
た
こ
と
で
破

棄
す
る
端
切
れ
用
紙
の
量

を
減
ら
し
ま
し
た
（
1
冊

あ
た
り
２
・
88
㌘
削
減
）。

● 

ゴ
ミ
削
減
の
た
め
個
別
包

装
を
行
わ
ず
に
そ
の
ま
ま

の
状
態
で
郵
送
し
ま
す
。

● 

環
境
配
慮
の
植
物
性
大

豆
油
イ
ン
ク
を
使
い
ま
す

（V
E
G
E
T
A
B
LE
 O
IL 

IN
K

の
使
用
）。

● 

印
刷
の
電
力
は
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
い
ま
す

（Green power

の
利
用
）。

● 

環
境
・
社
会
・
経
済
の
観

点
か
ら
厳
し
く
管
理
さ
れ

た
森
林
で
産
出
し
た
紙
を

使
用
し
ま
す
（
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森

林
認
証
紙
の
使
用
）。

エ
コ
カ
レ
ン
ダ
ー
は

エ
コ
仕
様
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Techno View日本テクノ社内情報

員
が
執
務
に
あ
た
る
。

　

そ
ん
な
新
た
な
オ
フ
ィ
ス
の
評
価

は
、
社
内
で
も
良
好
。
本
社
移
転
に

関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
求
め
て
も
、

　
「
内
装
の
デ
ザ
イ
ン
が
格
好
い
い
。

仕
事
に
や
る
気
が
出
ま
す
」

　
「
階
数
が
上
が
り
、
新
宿
の
街
を

見
渡
せ
る
眺
望
が
素
晴
ら
し
い
。
広

が
っ
た
視
界
に
影
響
さ
れ
て
、
作
業

の
効
率
も
上
が
っ
た
気
が
し
ま
す
」

　
「
今
ま
で
離
れ
て
い
た
各
部
署
の

幹
部
が
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
集
結
し
た

こ
と
で
団
結
心
が
強
ま
っ
た
。
新
た

な
闘
志
が
わ
き
上
が
っ
て
い
ま
す
」

　

と
い
っ
た
前
向
き
な
声
ば
か
り
が

集
ま
る
。

　

51
階
フ
ロ
ア
中
央
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
隣
接
す

る
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
が
設
け
ら
れ
た
。
こ

こ
に
は
、商
談
ス
ペ
ー
ス〔
写

真
中
央
〕
を
取
り
囲
む
よ
う

に
、
商
品
や
各
種
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

主
力
商
品
で
あ
る
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
の
モ
ニ
タ
と
、
節
電
タ
イ

ミ
ン
グ
が
一
目
で
わ
か
る
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
（
ス

マ
ー
ト
ク
ロ
ッ
ク
）
を
組
み

合
わ
せ
た
見
本
は
６
台
展
示

〔
写
真
左
上
〕。
こ
の
６
台
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
モ
ニ
タ
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
接
続
で

き
る
。

　

そ
の
反
対
側
の
壁
は
、
日

本
テ
ク
ノ
の
事
業
や
商
品
展

開
の
沿
革
が
わ
か
る
展
示
ブ

ー
ス
〔
写
真
左
下
〕。
こ
の

ブ
ー
ス
の
隣
は
、
日
本
テ
ク

ノ
の
電
力
ビ
ジ
ネ
ス
の
概
要

を
示
す
ジ
オ
ラ
マ
模
型
〔
写

真
右
〕。
模
型
の
手
元
パ
ネ

ル
に
設
置
さ
れ
た
「
保
安
管

理
」「
電
力
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
」
な
ど
の
ボ
タ
ン
を
押

す
と
該
当
部
分
が
点
灯
し
、

事
業
イ
メ
ー
ジ
を
体
系
的
に

理
解
で
き
る
。
そ
の
向
か
い

に
は
、
各
種
特
許
証
な
ど
が

並
ん
で
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
ガ
ソ
リ
ン
を
使

わ
な
い
電
動
バ
イ
ク
「
エ
コ

シ
ー
ザ
」、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

給
湯
器
「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
」、

太
陽
光
発
電
の
「
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
」、
持
ち
運
び
で
き

る
小
型
発
電
機
「
Ｓ
Ｐ
Ｇ
シ

リ
ー
ズ
」、
気
化
熱
式
大
型

冷
風
機
「
Ｅ
Ａ
Ｃ
１
・
５
Ａ
」

も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
１
年
７
月
、
日
本
テ
ク
ノ

は
本
社
を
移
転
し
た
。
組
織
・
規
模

の
さ
ら
な
る
拡
大
と
飛
躍
を
念
頭
に

置
い
た
大
規
模
移
転
。
こ
れ
ま
で
新

宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
２
つ
の
フ
ロ
ア

（
50
階
・
46
階
）
に
分
か
れ
て
い
た

本
社
を
51
階
に
統
合
。
51
階
の
全
フ

ロ
ア
を
同
社
が
貸
切
で
利
用
す
る
。

面
積
も
２
フ
ロ
ア
合
わ
せ
て
約
３
３

０
坪
だ
っ
た
以
前
に
比
べ
、
倍
近
い

約
６
３
０
坪
に
広
が
っ
た
。

　

２
つ
の
フ
ロ
ア
に
あ
っ
た
役
員
室

や
管
理
部
、
経
理
部
、
営
業
本
部
、

首
都
圏
支
店
な
ど
が
す
べ
て
移
設

し
、
さ
ら
に
神
奈
川
県
相
模
原
市
の

ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
ビ
ル
に
在
籍
し
て

い
た
保
安
部
と
技
術
サ
ー
ビ
ス
部
の

統
括
部
署
も
新
本
社
へ
移
転
。
こ
れ

で
日
本
テ
ク
ノ
全
事
業
部
の
本
部
機

能
が
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
集
結
さ
れ
た
。

　

１
社
の
み
で
使
用
す
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
ホ
ー
ル
は
ブ
ラ
ウ
ン
系
の
統
一

さ
れ
た
配
色
で
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
。
そ
れ
に
続
く
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
の
受
付
に
は
、
移
転
当
初
、
祝

福
す
る
関
係
者
か
ら
の
色
彩
豊
か
な

花
の
贈
り
物
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
を
挟
ん
で

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
向
か
い
側
は
、
最

大
１
０
８
席
を
用
意
で
き
る
セ
ミ
ナ

ー
ル
ー
ム
。
こ
こ
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
が
３
台
設
置
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
映
像
は
特
殊
加
工
さ
れ
た
演
台

の
後
ろ
の
壁
に
直
接
投
影
で
き
る
。

３
画
面
を
使
い
な
が
ら
効
率
の
よ
い

説
明
が
進
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
ス
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
も
設
置
さ
れ

て
お
り
、
部
屋
を
区
切
っ
て
使
用
す

る
こ
と
も
可
能
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
隣
接
す

る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
挟
み
、
フ
ロ
ア

の
中
央
に
位
置
す
る
場
所
は
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
。
こ
こ
に
は
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
が
全
面
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
に
な
っ
て
い
る
打
ち
合
わ
せ
ス
ペ

ー
ス
、
ベ
ン
チ
シ
ー
ト
式
の
イ
ス
が

用
意
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

テ
ー
ブ
ル
、
会
議
の
時
間
短
縮
に
有

効
な
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
な

ど
数
種
類
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、新
本
社
の
全
フ
ロ
ア
に
は
、

静
か
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ

が
流
れ
、
や
す
ら
ぎ
の
環
境
で
全
社

　

保
安
点
検
の
技
術
や
ス

ピ
ー
ド
、
そ
し
て
何
よ
り

安
全
性
を
競
い
合
う
第
２

回
保
安
部
安
全
大
会
が
、

神
奈
川
県
相
模
原
市
に
あ

る
日
本
テ
ク
ノ
・
ソ
ー
ラ

ー
パ
ワ
ー
ビ
ル
の
研
修
室

で
開
か
れ
た
。

　

今
回
は
全
６
課
の
保
安

部
に
加
え
、
技
術
サ
ー
ビ

ス
部
も
参
加
。
７
つ
の
チ

ー
ム
が
、
そ
れ
ぞ
れ
45
分

の
持
ち
時
間
の
中
で
、
研

修
用
に
設
け
ら
れ
て
い
る

電
気
設
備
で
点
検
作
業
を

行
い
、
そ
の
安
全
性
や
機

敏
性
、
さ
ら
に
は
作
業
時

の
マ
ナ
ー
な
ど
を
競
い
合

　

日
本
テ
ク
ノ
は
２
０
１

１
年
７
月
よ
り
、
電
力
使

用
量
を
外
枠
の
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
ラ
ン

プ
で
示
す
壁
掛
け
時
計

「
ス
マ
ー
ト
ク
ロ
ッ
ク
」

の
販
売
を
開
始
し
た
。

　

電
力
使
用
量
を
計
測
す

る
Ｅ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
Ｄ
Ｎ
Ａ

か
ら
時
計
に
送
ら
れ
る
デ

ー
タ
に
応
じ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

ン
プ
が
光
る
仕
組
み
。
節

電
に
取
り
組
む
企
業
の
従

業
員
向
け
に
、
意
識
喚
起

対
策
な
ど
と
し
て
の
需
要

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

販
売
開
始
の
直
後
か
ら

す
ぐ
に
問
い
合
わ
せ
が
あ

っ
た
。
主
に
「
ユ
ー
ザ
ー

の
視
点
か
ら
点
検
を
ま
か

せ
た
く
な
る
か
ど
う
か
」

を
判
定
す
る
一
般
審
査
員

と
「
管
理
者
と
し
て
作
業

を
ま
か
せ
ら
れ
る
か
ど
う

か
」
を
判
定
す
る
専
門
審

査
員
が
採
点
し
て
上
位
３

チ
ー
ム
を
選
出
。
結
果
、

優
勝
は
保
安
１
課
（
千
葉

班
・
草
野
、
鈴
木
、
郡
山

班
・
中
島
）、
準
優
勝
は

保
安
３
課
（
城
北
班
・
奈

良
、
品
川
班
・
鯉
口
、
城

北
班
・
池
田
）、
３
位
は

全
員
さ
い
た
ま
班
の
保
安

２
課
（
常
岡
、
武
井
、
黒

澤
）
と
な
っ
た
。

り
、
す
で
に
製
造
工
場
、
印

刷
業
、
ス
ー
パ
ー
、
老
人
ホ

ー
ム
、
病
院
な
ど
へ
導
入
さ

れ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
ク
ロ

第２回 保安部安全大会スマートクロック発売開始

【
新
本
社
】

〒
１
６
３
│
０
６
５
１

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１
│
25
│
１

　
　
　
　

新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
51
階

電
話 :

０
３
│
３
３
４
９
│
１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ :

０
３
│
３
３
４
９
│
１
１
１
２

功
労
者
表
彰 

受
賞

沖
縄
県
産
業
・
雇
用
拡
大
県
民
運
動
推
進

運
動
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た

も
の
。
日
本
テ
ク
ノ
は
、
こ
の
運

動
の
推
進
委
員
で
あ
る
沖
縄
市
か

ら
の
推
薦
を
受
け
て
、
今
回
の
受

賞
に
至
っ
た
。

　

日
本
テ
ク
ノ
に
は
、沖
縄
に「
テ

ク
ノ
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
」

（
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
24
時
間
監
視
セ
ン
タ
ー
、
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
有
す
る
ユ

ー
ザ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
サ
ポ
ー
ト
拠

点
）
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
89
名
の

従
業
員
中
78
名
を
、
県
内
か
ら
正

規
雇
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
障
が

い
者
パ
ー
ト
雇
用
も
、
県
内
か

ら
８
名
。
非
正
規
社
員
か
ら
正
規

社
員
へ
の
登
用
推
進
に
も
積
極
的

で
、直
近
の
３
年
以
内
で
見
る
と
、

県
内
か
ら
正
規
雇
用
と
し
て
１
０

０
名
以
上
を
新
規
採
用
し
た
。
そ

う
し
た
活
動
が
、
沖
縄
県
の
雇
用

創
出
に
貢
献
し
て
い
る
と
評
価
さ

れ
た
。

　

仲
井
眞
弘
多
知
事
か
ら
直
接
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
る
表
彰
式
に
は

日
本
テ
ク
ノ
の
馬
本
英
一
社
長
が

出
席
。
沖
縄
の
夏
の
正
装
と
し
て

定
着
し
た
「
か
り
ゆ
し
」
ウ
エ
ア

で
式
に
臨
ん
だ
。
表
彰
式
の
様
子

は
地
元
紙
の
沖
縄
タ
イ
ム
ス
で
も

「
雇
用
拡
大
推
進　

県
が
５
社
表

彰
」と
題
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
今
回
授
与
さ
れ
た
表
彰

状
は
、沖
縄
県
の
伝
統
工
芸
品「
琉

球
漆
器
」
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
。

現
在
、
テ
ク
ノ
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・

オ
フ
ィ
ス
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

仲井眞弘多沖縄県知事を囲んで受賞企業の面々。後列左が
日本テクノ社長・馬本英一。沖縄の風土に合わせ、夏の正装
として定着した「かりゆし」ウエアで表彰式に臨んだ。

琉球漆器でつくられている表彰状。重さ
は1.5kgほどある。

　

２
０
１
１
年
７
月
、
沖
縄
県
庁

知
事
室
に
て
「
沖
縄
県
産
業
・
雇

用
拡
大
県
民
運
動
推
進
功
労
者
表

彰
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
表

彰
を
受
け
た
の
は
日
本
テ
ク
ノ
ほ

か
４
社
。
沖
縄
県
の
雇
用
創
出
に

功
績
の
あ
っ
た
企
業
な
ど
が
選
ば

れ
た
。

　

功
労
者
の
表
彰
は
、
現
在
沖
縄

県
が
雇
用
情
勢
を
改
善
す
る
た
め

に
取
り
組
ん
で
い
る
「
み
ん
な
で

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
運
動
」
と
い
う
県
民

安
全
の
腕
比
べ

　

２
０
１
１
年
８
月
、
日

本
テ
ク
ノ
第
18
期
下
半
期

決
起
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
新
宿
本
社
移
転
の
記

念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
兼
ね

た
こ
の
会
に
は
、
役
員
、

管
理
職
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
、
本
社
勤
務
社
員
、
日

本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電

協
、
来
年
度
新
卒
入
社
予

定
者
ら
総
勢
３
３
０
名
が

参
加
し
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
は
、

か
り
ゆ
し
ウ
エ
ア
着
用
の

馬
本
英
一
社
長
。「
産
業

界
活
性
化
の
た
め
に
、
節

電
で
業
務
を
縮
小
し
て
は

い
け
な
い
。
省
エ
ネ
は
あ

く
ま
で
無
駄
を
省
く
こ

と
。
全
国
の
お
客
様
と
と

も
に
、
省
エ
ネ
の
意
識
を

高
め
る
こ
と
で
、
社
会
に

貢
献
し
よ
う
」と
述
べ
た
。

　

続
い
て
東
日
本
大
震
災

に
お
け
る
日
本
テ
ク
ノ
災

害
復
旧
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の

報
告
や
新
商
品
の
発
表
が

あ
り
、
上
半
期
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
の
発
表
へ
。
成
績

優
秀
者
は
そ
れ
ぞ
れ
壇
上

に
上
が
り
、
ス
ピ
ー
チ
で

喜
び
の
声
を
披
露
し
た
。

　

会
の
後
半
で
は
、
本
社

移
転
の
報
告
や
各
役
員
ら

の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
大

野
則
和
副
社
長
に
よ
る
閉

会
の
あ
い
さ
つ
で
決
起
大

会
は
幕
を
閉
じ
た
。

日本テクノ 第18期 下半期決起大会

下
半
期
へ
Ｇ
Ｏ
!!

馬本英一社長を囲むトップセールスの面々

時
計
で
見
え
る
化

す
べ
て
の
本
部
機
能
を
集
約

51
階
全
フ
ロ
ア
を
１
社
占
有

ショールーム日本テクノの
すべてがわかる

日
本
テ
ク
ノ 

新
本
社
へ

新

宿

セ
ン
タ
ー
ビ
ル

最大108席を確保できるセミナールーム。

ミーティングルーム・コミュニケーションテーブル（左上）、執務スペース（左下）、エレベーターホール（中央）、エントランスホール（右）

が
一
目
で
わ
か
る
。
使
い
す

ぎ
を
警
告
音
や
音
声
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
知
ら
せ
る
機
能
も
装

備
さ
れ
て
い
る
。

ッ
ク
の
時
計

の
外
枠
に
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン

プ
が
60
個
組

み
込
ま
れ
て

お
り
、
電
力

使
用
量
が
増

え
る
と
光
る

ラ
ン
プ
数
が

増
え
た
り
、

警
告
色
の
赤

色
が
と
も
る

の
で
、
電
気

の
使
用
状
況

https://www.n-techno.co.jp/spg/
http://www.setubikaizen.com/contents_k/indivi01.html
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プ
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
電
気
を
蓄
え
て
お
く
と
い
う

考
え
方
だ
。
昼
間
は
太
陽
光
で
発
電
し

た
電
力
を
使
用
し
な
が
ら
余
剰
分
を
蓄

え
、
発
電
で
き
な
い
夜
間
に
蓄
電
池
の

電
力
を
使
う
。
さ
ら
に
蓄
電
池
に
は
、

深
夜
の
安
い
電
力
も
蓄
え
て
お
き
、
必

要
な
と
き
に
使
う
。

　

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
車
）
を
は
じ
め

と
す
る
エ
コ
カ
ー
の
広
が
り
と
と
も
に

拡
大
し
て
い
る
蓄
電
池
市
場
だ
が
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
日
産
で
は
Ｅ
Ｖ
車
リ

ー
フ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
の
電
力
を
家
庭
用

に
使
う
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
公

開
し
た
。
ま
た
三
菱
の
Ｅ
Ｖ
車
ア
イ
・

ミ
ー
ブ
は
、
こ
れ
ま
で
の
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
小
型
情
報
機
器
の
充
電

機
能
に
加
え
、
大
型
家
電
へ
の
対
応
も

進
め
て
い
る
。
普
段
、
通
勤
や
買
い
物

に
利
用
し
て
い
る
車
を
緊
急
時
の
電
源

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
安

心
な
上
に
、
お
得
感
も
高
い
。

　

一
方
、
三
菱
重
工
で
は
容
易
に
移
動

で
き
る
コ
ン
テ
ナ
型
の
大
容
量
蓄
電
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
最
大
出
力
１
０

０
０
㌔
㍗
（
一
般
家
庭
１
０
０
世
帯
が

３
〜
８
時
間
程
度
使
え
る
電
力
）
の
蓄

電
式
電
源
を
、
ト
レ
ー
ラ
ー
で
簡
単
に

運
べ
る
と
い
う
。

　

住
宅
以
外
で
も
蓄
電
池
の
普
及
は
進

ん
で
い
る
。
東
京
都
世
田
谷
区
で
は
区

内
２
カ
所
の
駐
輪
場
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

と
蓄
電
池
を
設
置
し
、
貸
出
用
電
動
自

転
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
充
電
と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
に
使
用
。
災
害
時
に
は
非
常
用
電

源
と
し
て
活
用
す
る
体
制
を
整
え
て
い

る
。
ま
た
東
京
タ
ワ
ー
で
は
、
深
夜
電

力
の
時
間
帯
に
蓄
え
た
電
気
を
使
っ

て
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

行
っ
て
い
る
。

　

現
在
は
ま
だ
高
価
な
も
の
が
多
く
、

非
常
時
の
備
え
と
し
て
見
ら
れ
が
ち
な

蓄
電
池
だ
が
、
太
陽
光
で
つ
く
り
出
し

た
電
力
で
各
家
庭
が
自
給
自
足
の
生
活

を
送
り
、
蓄
電
池
に
よ
る
安
定
し
た
電

力
需
給
シ
ス
テ
ム
が
整
え
ら
れ
れ
ば
、

化
石
燃
料
へ
の
依
存
度
は
大
き
く
減
ら

せ
る
。
太
陽
光
も
自
然
の
恵
み
。
恵
み

を
蓄
え
、
賢
く
使
う
や
り
方
は
人
間
が

古
く
か
ら
得
意
と
し
た
手
法
な
の
だ
。

エコテナントユーザーレポート

千葉・稲毛
エヌズクアトロ

株式会社エヌズ・コーポレーション

し
、
ビ
ル
全
体
の
電
気
料

金
を
一
括
で
支
払
う
の
が
通

常
。
オ
ー
ナ
ー
は
電
力
会
社

へ
の
支
払
い
の
後
で
、
各
テ

ナ
ン
ト
か
ら
個
別
に
算
出
し

た
料
金
を
精
算
す
る
。

　
「
例
え
ば
夏
場
は
、
ビ
ル

１
棟
で
月
１
０
０
万
円
以
上

の
電
気
料
金
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
後
か
ら
精
算
で

き
る
と
は
い
え
、
当
座
は
そ

の
資
金
を
用
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
で
も
今
は
エ
コ
テ
ナ

ン
ト
の
サ
ー
ビ
ス
が
料
金
回

収
業
務
を
代
行
し
て
く
れ
る

の
で
、
資
金
繰
り
も
楽
に
な

り
ま
し
た
」（
同
氏
）

　

ま
た
中
山
さ
ん
は
、
こ
の

３
点
に
加
え
、
テ
ナ
ン
ト
に

対
し
て
の
信
頼
性
を
高
め
る

効
果
も
あ
る
と
指
摘
す
る
。

オ
ー
ナ
ー
自
身
が
検
針
後
に

料
金
を
計
算
し
て
請
求
す
る

よ
り
、
信
頼
の
置
け
る
第
三

者
に
す
べ
て
を
委
託
し
た
ほ

う
が
、
テ
ナ
ン
ト
か
ら
み
れ

ば
ス
マ
ー
ト
な
方
法
に
映
る

と
い
う
。
顧
客
の
心
情
を
気

づ
か
う
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル

が
表
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

な
お
エ
ヌ
ズ
ク
ア
ト
ロ
の

ビ
ル
内
に
設
置
し
た
照
明
は

す
べ
て
消
費
電
力
の
少
な
い

Ｌ
Ｅ
Ｄ
。
ビ
ジ
ネ
ス
面
だ
け

で
な
く
環
境
へ
の
配
慮
も
怠

ら
な
い
。

　

両
手
を
広
げ
包
み
込
む
よ

う
な
曲
線
を
あ
し
ら
っ
た
テ

ナ
ン
ト
ビ
ル
「
エ
ヌ
ズ
ク
ア

ト
ロ
」。
場
所
は
Ｊ
Ｒ
総
武

線
の
稲
毛
駅
か
ら
徒
歩
１

分
。
７
階
建
て
の
ビ
ル
に
は

店
舗
や
病
院
な
ど
の
テ
ナ
ン

ト
が
入
る
。
そ
の
最
上
階
は

ビ
ル
を
所
有
す
る
株
式
会
社

エ
ヌ
ズ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
オ
フ
ィ
ス
だ
。

　

同
社
は
エ
ヌ
ズ
ク
ア
ト
ロ

の
両
隣
に
あ
る
２
棟
と
、
千

葉
駅
近
く
の
１
棟
を
含
め
４

つ
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
オ
ー

ナ
ー
で
あ
り
、
ほ
か
に
も
ハ

イ
ツ
や
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ

を
所
有
。
代
表
取
締
役
の
中

山
信
久
さ
ん
は
持
ち
前
の
ビ

ジ
ネ
ス
セ
ン
ス
で
、
こ
れ
ら

の
事
業
を
一
代
で
築
い
た
。

　
「
４
つ
の
ビ
ル
で
エ
コ
テ

ナ
ン
ト
を
利
用
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
導
入
し
て
よ

か
っ
た
点
は
、
主
に
３
つ
。

第
一
に
毎
月
テ
ナ
ン
ト
さ
ん

の
電
力
子
メ
ー
タ
ー
を
読
み

取
る
検
針
業
務
が
不
要
に
な

っ
た
こ
と
。
第
二
は
、
請
求

管
理
の
業
務
が
要
ら
な
く
な

っ
た
こ
と
。
そ
し
て
３
つ
め

は
、
電
力
会
社
へ
の
立
替
払

い
が
な
く
な
り
資
金
に
余
裕

が
で
き
た
こ
と
」（
同
氏
）

　

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
で
は
、
オ

ー
ナ
ー
が
電
力
会
社
に
対

電力会社への立替払いも
なくなり資金面の心配も解消 代表取締役の中山信久さん。写真の吹

き抜けスペースは７階オフィスからつな
がる場所。ジャグジーも設置されている。

電力会社への立替払いも

突発的に発生する落雷事故
電力復旧までのスピードが命

● 

６
月
30
日

　14
時
30
分

　
「
ズ
ド
ン
」

　

機
械
部
品
を
製
造
す
る
山
梨
県
の

有
限
会
社 

山
本
製
作
所
に
落
雷
が

あ
り
、
停
電
事
故
が
発
生
し
た
。

　

代
表
取
締
役
社
長
の
山
本
啓
仁
さ

ん
は
、
当
時
の
様
子
を
振
り
返
り
次

の
よ
う
に
語
っ
た
。「
そ
の
日
は
お

昼
く
ら
い
か
ら
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り

返
し
た
よ
う
な
豪
雨
が
急
に
降
り
始

電
は
比
較
的
容
易
な
症
状
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
と
、
監
視
セ
ン
タ
ー
を

通
じ
て
協
力
工
事
店
へ
対
応
を
依
頼

し
た
。
そ
の
後
、
東
京
電
力
が
Ｖ
Ｃ

Ｔ
（
電
力
需
給
用
計
器
用
変
成
器
）

の
交
換
工
事
を
実
施
す
る
間
、
工
事

店
と
Ｌ
Ｂ
Ｓ
の
到
着
を
待
っ
た
。

● 

６
月
30
日

　19
時
00
分

　

協
力
工
事
店
に
よ
り
Ｌ
Ｂ
Ｓ
が
届

け
ら
れ
る
。
部
品
の
交
換
作
業
後
、

角
田
は
Ｇ
Ｒ
（
地
絡
継
電
器
）
の
点

検
を
済
ま
せ
、
21
時
に
復
電
作
業
が

完
了
し
た
。

　

早
々
に
翌
日
の
臨
時
休
業
を
決
め

た
山
本
さ
ん
で
あ
っ
た
が
、
通
常
稼

働
に
一
定
の
メ
ド
が
た
っ
た
こ
と
で

安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ
た
。
山
本
さ

ん
は
、「
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な

い
よ
う
な
大
き
な
落
雷
音
に
加
え

て
、
初
め
て
の
停
電
。
さ
ら
に
キ
ュ

ー
ビ
ク
ル
か
ら
煙
が
上
っ
て
い
る
状

態
で
し
た
の
で
、
そ
の
と
き
は
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
角
田
さ
ん
が

停
電
後
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
す
。

●
そ
の
後
の
被
害
額
と
保
証

　

工
事
費
用
７
万
３
５
０
０
円
は
日

本
テ
ク
ノ
の
電
気
設
備
保
証
サ
ー
ビ

ス
に
よ
っ
て
免
除
さ
れ
た
。

　
「
落
雷
事
故
の
影
響
で
工
場
内
の

プ
レ
ス
機
器
、
放
電
加
工
機
、
洗
浄

器
、
さ
ら
に
パ
ソ
コ
ン
や
ハ
ー
ド
デ

ィ
ス
ク
が
故
障
し
た
た
め
、
キ
ュ
ー

ビ
ク
ル
と
は
別
に
修
理
費
用
の
ほ
う

が
多
く
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
従
業
員
に
ケ
ガ
が
無
か
っ

た
こ
と
や
、
翌
日
か
ら
通
常
ど
お
り

電
気
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
幸
い
で
し
た
。
工
場
の
外
に
は
20

年
前
か
ら
避
雷
針
を
設
置
し
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
れ
が
万
能
で
な
い
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
し
、
今
回
は
、

停
電
事
故
の
リ
ス
ク
と
電
気
の
あ
り

が
た
み
を
知
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
」
と
山
本
さ
ん
。
事
故
か
ら
多

く
の
も
の
を
学
ん
だ
よ
う
だ
。

各テナントの電力使
用量を計測する子メ
ーター。デジタル計
量の数値を無線通信
で親機に送り、親機
から日本テクノの管
理センターにデータ
送信される。

　

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
し

た
の
は
２
０
１
０
年
７
月
。
電
気

管
理
技
術
者
で
あ
る
岡
泉
さ
ん

は
、
そ
れ
ま
で
に
も
小
型
の
風
力

発
電
や
省
電
力
の
換
気
シ
ス
テ
ム

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
を
自
宅
に

取
り
入
れ
て
き
た
。

　

こ
の
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
て

か
ら
は
、
毎
月
の
発
電
量
、
使
用

量
、
買
電
・
売
電
料
金
な
ど
を
デ

ー
タ
に
集
計
。「
設
置
し
た
の
は

２
・
９
６
㌔
㍗
の
タ
イ
プ
で
し
た

が
、
発
電
量
が
３
㌔
㍗
を
超
え
た

と
き
も
あ
っ
た
」（
同
氏
）と
い
う
。

そ
ん
な
細
か
い
デ
ー
タ
管
理
と
電

気
の
使
い
方
の
工
夫
に
よ
っ
て
売

電
の
量
は
着
実
に
増
え
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
が
売
電
だ
け
で
な

く
思
わ
ぬ
威
力
を
発
揮
し
た
の
が

震
災
後
の
計
画
停
電
の
と
き
だ
っ

た
。「
数
時
間
の
停
電
中
、
ほ
と

ん
ど
の
電
化
製
品
は
使
用
を
あ
き

ら
め
た
の
で
す
が
、
情
報
だ
け
は

ほ
し
か
っ
た
」
と
岡
泉
さ
ん
。

　

そ
こ
で
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い

な
い
が
、
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
か
ら
直
接
電
源
を
取
る
方
法

を
試
み
た
。

　

パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
と

は
、
太
陽
光
で
発
電
し
た
直
流
電

源
を
家
庭
用
の
交
流
電
源
に
効
率

よ
く
変
換
す
る
も
の
。
ま
た
、
停

電
時
に
は
１
５
０
０
㍗
ま
で
の
電

気
が
使
え
る
コ
ン
セ
ン
ト
が
あ

る
。
そ
こ
か
ら
延
長
コ
ー
ド
を
使

い
テ
レ
ビ
に
接
続
。
だ
が
今
回
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
中
継
点
が
停

電
の
影
響
を
受
け
た
の
か
番
組
は

映
ら
ず
、
ラ
ジ
カ
セ
の
電
源
と
し

て
利
用
し
、
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
か

ら
の
直
接
電
源
の
取
り
方
は
、
取

扱
説
明
書
な
ど
を
読
め
ば
誰
で
も

で
き
る
。
太
陽
光
発
電
を
導
入
し

て
い
る
家
庭
は
万
一
に
備
え
て
目

を
通
し
て
お
き
た
い
。

日本テクノSG事業部　エコパッケージ導入事例

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

め
て
、
と
に
か
く
浸
水
が
激
し
か
っ

た
。
は
じ
め
に
『
ズ
ド
ン
』
と
い
う

音
を
聞
い
た
と
き
に
は
何
が
起
こ
っ

た
の
か
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
の
衝
撃

で
、
私
を
含
む
工
場
内
で
作
業
を
し

て
い
た
従
業
員
全
員
が
飛
び
上
が
り

ま
し
た
。
そ
の
直
後
か
ら
停
電
状
態

に
な
り
、
外
の
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
を
確

認
す
る
と
、
白
い
煙
が
上
っ
て
い
ま

し
た
。
か
な
り
近
く
で
雷
が
落
ち
た

の
は
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
の
で
す
が
、

ま
さ
か
自
分
の
と
こ
ろ
と
は
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
」

● 

６
月
30
日

　14
時
35
分

　

監
視
セ
ン
タ
ー
か
ら
応
動
要
請
を

受
け
た
技
術
者
の
角
田
誠
は
す
ぐ
に

現
場
へ
急
行
し
た
。
そ
の
日
、
角
田

自然の恵みを蓄え、賢く使う

蓄電池を持つことが環境貢献

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
電
力
の
供
給

量
が
不
足
す
る
中
で
、太
陽
光
や
水
力
、

風
力
、
地
熱
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
向
け
て
、
日
本
各
地
で

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。
そ
ん
な
電
気
を
つ
く
り
出
す
活
動

の
一
方
で
、
不
安
定
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
平
準
化
に
役
立
つ
「
蓄
電
」
に
も

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

■　
　
　
　
　

■

　

こ
れ
ま
で
一
般
家
庭
の
太
陽
光
発
電

は
、
余
っ
た
電
力
を
売
電
す
る
の
が
オ

ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
形
式
だ
っ
た
。
そ
れ

が
最
近
、
蓄
電
池
を
連
動
さ
せ
た
タ
イ

　

体
育
館
に
５
・
６
年
生
の
児
童
が

集
合
し
て
「
ケ
ナ
フ
を
育
て
よ
う
」

の
授
業
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
同
校

で
「
エ
コ
改
修
」
が
始
ま
る
前
か
ら

続
く
伝
統
の
環
境
教
育
授
業
。
年
間

68
時
間
あ
る
「
総
合
的
な
学
習
」
の

時
間
の
う
ち
、
14
時
間
が
ケ
ナ
フ
栽

培
を
テ
ー
マ
と
し
た
体
験
授
業
に
あ

て
ら
れ
て
い
る
。
５
月
に
行
わ
れ
た

１
回
目
の
授
業
で
は
ケ
ナ
フ
栽
培
の

専
門
家
を
招
い
て
種
ま
き
を
実
施
。

ケ
ナ
フ
は
紙
の
材
料
と
な
る
植
物

で
、
育
て
た
ケ
ナ
フ
で
手
づ
く
り
の

卒
業
証
書
を
つ
く
る
こ
と
が
こ
の
授

業
の
最
終
目
標
だ
。

　

日
本
で
は
20
年
ほ
ど
前
ま
で
紙
の

原
料
と
い
え
ば
輸
入
木
材
が
ほ
と
ん

ど
。
た
と
え
自
国
で
育
成
し
て
も
20

〜
30
年
と
い
う
長
い
時
間
を
要
す

る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
ケ
ナ

フ
。
ケ
ナ
フ
は
一
年
草
の
植
物
で
成

長
が
早
く
、
５
月
に
種
を
ま
く
と
10

月
に
は
４
㍍
ほ
ど
の
大
き
さ
に
成
長

す
る
。
茎
の
部
分
は
木
材
に
似
て
繊

維
質
が
多
く
、
細
か
く
砕
い
て
加
工

す
る
と
紙
の
材
料
と
な
る
パ
ル
プ
材

が
で
き
る
。
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
よ
う

な
大
き
な
花
を
つ
け
、
食
用
は
ピ
ン

ク
色
、
紙
用
は
黄
色
と
種
類
に
よ
っ

て
花
の
色
が
異
な
る
。
葉
の
形
も
特

徴
的
で
、
若
い
う
ち
は
丸
く
、
成
長

と
と
も
に
人
の
手
の
よ
う
に
枝
分
か

れ
し
て
い
く
。
授
業
で
は
こ
う
し
た

ケ
ナ
フ
の
特
徴
も
学
び
、
花
を
使
っ

た
ハ
ン
カ
チ
の
草
木
染
め
も
す
る
。

　

５
月
に
育
苗
ポ
ッ
ト
に
ま
い
た
種

は
３
週
間
ほ
ど
し
て
畑
に
植
え
か
え

ら
れ
、
夏
休
み
も
交
代
で
水
や
り
や

観
察
が
続
け
ら
れ
た
。
児
童
か
ら
は

「
夏
休
み
の
水
や
り
が
暑
く
て
大
変
」

と
感
想
も
出
た
が
、
収
穫
後
は
ケ
ナ

フ
の
花
を
使
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
で
お
茶

　

落
雷
に
よ
る
停
電
事
故
│
│
。
過
去
10
年
ほ
ど
の
統
計

を
見
る
と
、
平
均
し
て
１
年
で
50
万
回
ほ
ど
の
落
雷
が
観

測
さ
れ
て
い
る
。

　

落
雷
事
故
が
最
も
多
発
す
る
季
節
は
夏
と
い
わ
れ
る

が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
ほ
か
の
季
節
に
も
落
雷
は
あ
り
、
冬

の
雷
で
あ
れ
ば
、
夏
に
比
べ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
い
と
さ

れ
る
。
つ
ま
り
年
間
を
通
し
た
注
意
が
必
要
と
い
う
こ
と

だ
。
山
梨
県
で
起
こ
っ
た
事
故
の
様
子
を
も
と
に
あ
ら
た

め
て
落
雷
の
危
険
性
と
向
き
合
っ
て
み
た
い
。

代表取締役社長の山本啓仁さん（左）と技術者の角田誠。

2011年 6月30日（木）
 14:30 停電事故発生
 14:35  監視センターから電

気管理技術者・角田
誠へ緊急応動要請

 15:15  角田が現場到着、点
検開始

 19:00  LBS交換工事開始
 21:00  停電復旧作業完了

事故発生から復旧まで

会
と
い
う
楽
し
み
も
待
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
継
続
的
に
か
か
わ
り
を

持
つ
こ
と
で
、
児
童
ら
の
ケ
ナ
フ
へ

の
興
味
と
愛
着
が
深
ま
る
。
さ
ら
に

愛
着
の
あ
る
「
紙
」
を
使
う
こ
と
で
、

思
い
や
り
の
気
持
ち
も
育
つ
。

　

そ
し
て
集
大
成
の
卒
業
証
書
。

　

大
切
な
卒
業
の
証
と
し
て
形
に
残

っ
た
ケ
ナ
フ
栽
培
の
経
験
が
、
一
人

ひ
と
り
に
環
境
意
識
と
し
て
根
づ
い

て
い
く
。

手づくりが育む、愛着のこころ

卒業証書を自分たちでつくろう

【
第
三
回
】

　荒
川
区
立
第
七
峡
田
小
学
校
の
ケ
ナ
フ
栽
培

シリーズ

　

群
馬
県
邑
楽
郡
に
あ
る
岡
泉
知
之
さ
ん
宅
に
は
太
陽

光
発
電
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
る
計
画
停
電
の
際
、
岡
泉
さ
ん
は
、
こ
の
設
備
か

ら
直
接
電
源
を
得
る
方
法
を
活
用
し
て
い
た
。

「ケナフを育てよう」の授業風景。

山
梨
県
甲
州
市
に
あ
る
機
械
部

品
製
造
の
有
限
会
社 

山
本
製

作
所
。

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
直
接
電
源
の
取
り
方

太
陽
光
発
電
は
停
電
時
に
も
大
活
躍

手づくり紙の卒業証書。

　

東
京
都
荒
川
区
に
あ
る
区
立
第
七
峡
田
小
学
校
が
、環
境
省
の
進
め
る「
学

校
エ
コ
改
修
」
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
環
境
教
育
研
究
を
始
め
た
の
は
２
０
０

５
年
の
こ
と
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
、
季
節
に
応
じ
て
陽
光
を
利
用
す
る
ひ
さ

し
の
設
置
な
ど
「
環
境
に
や
さ
し
い
学
校
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

エ
コ
改
修
の
一
環
と
し
て
計
画
さ
れ
た
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
で
は
、
児
童
ら

が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
土
台
造
成
に
も
参
加
し
た
。

　

そ
ん
な
環
境
教
育
に
熱
心
な
同
校
で
は
卒
業
証
書
用
の
紙
を
、
そ
の
原
材

料
か
ら
手
づ
く
り
す
る
実
習
授
業
も
行
わ
れ
て
い
る
。

たんぼう

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
岡
泉
さ

ん
宅
。
円
内
は
電
気
管
理
技
術
者

で
も
あ
る
岡
泉
知
之
さ
ん
。

は
、
悪
天
候
で
あ
っ
た
た

め
緊
急
応
動
に
備
え
自
宅

で
待
機
し
て
い
た
。
そ
の

甲
斐
も
あ
り
、
事
故
発
生

か
ら
約
45
分
後
の
15
時
15

分
に
到
着
し
、
す
ぐ
に
点

検
業
務
に
入
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

停
電
の
原
因
は
落
雷
に

よ
る
Ｌ
Ｂ
Ｓ
（
高
圧
気
中

負
荷
開
閉
器
）
の
破
損
。

部
品
を
交
換
す
れ
ば
、
復

蓄電池 編

オール電化生活

わが家の

が
最
近
、
蓄
電
池
を
連
動
さ
せ
た
タ
イ

http://econews.jp/newspaper/education/index.html
http://www.eco-tenant.jp/
http://cubicle-hoan.jp/
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「SMARTMETER」
（スマートメーター）

※「SMARTMETER」（スマートメーター）は日本テクノ（株）の登録商標です。

導入事例

　

沖
縄
県
を
中
心
に
日
本
全

国
に
建
築
・
土
木
資
材
な
ど

の
卸
売
を
展
開
す
る
タ
イ
ガ

ー
産
業 

株
式
会
社
。
日
本

国
内
だ
け
で
な
く
、
製
品
の

価
格
競
争
力
ア
ッ
プ
を
目
指

し
て
、
中
国
工
場
を
設
立
す

る
な
ど
、
海
外
進
出
に
も
積

極
的
だ
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
は
２
０

１
０
年
５
月
。
ま
ず
は
最
大

電
力
の
設
定
値
を
決
め
、
デ

マ
ン
ド
対
策
に
着
手
し
た
。

警
報
が
鳴
る
と
取
締
役
総
務

部
長
の
島
袋
太
悟
さ
ん
が
館

内
放
送
で
通
知
し
、
各
階
の

ス
タ
ッ
フ
に
空
調
の
温
度
を

調
整
し
て
も
ら
う
。

　
「
各
階
で
フ
ロ
ア
の
広
さ

や
日
当
た
り
、
業
務
内
容
も

違
い
ま
す
。
だ
か
ら
共
通
の

温
度
設
定
は
難
し
い
。
と
き

に
は
館
内
放
送
に
加
え
、
総

務
部
の
メ
ン
バ
ー
が
社
内
を

走
り
、
空
調
を
設
定
し
て
回

る
こ
と
も
あ
る
」（
同
氏
）

　

総
務
部
メ
ン
バ
ー
の
懸
命

な
行
動
を
見
せ
る
こ
と
で
、

次
第
に
全
社
員
の
取
る
べ
き

行
動
が
明
確
に
な
っ
て
い

く
。
彼
ら
が
率
先
し
て
動
く

姿
を
目
に
す
る
社
員
は
、
早

い
段
階
か
ら
省
エ
ネ
意
識
が

高
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
「
や
り
方
や
タ
イ
ミ
ン
グ

が
わ
か
る
と
、
社
員
一
人
ひ

と
り
が
自
主
的
に
動
い
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

単
に
空
調
を
調
節
す
る
だ
け

で
な
く
、
扇
風
機
を
利
用
し

た
り
、
荷
物
の
出
し
入
れ
で

開
け
放
し
だ
っ
た
扉
を
小
ま

め
に
閉
め
る
よ
う
に
な
っ
た

り
。
こ
の
よ
う
に
各
人
が
自

分
で
考
え
行
動
で
き
る
企
業

に
な
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い

た
ん
で
す
」（
同
氏
）

　

島
袋
さ
ん
は
、
今
後
自
社

が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は

人
材
育
成
が
最
大
の
課
題
だ

と
考
え
て
い
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

導
入
に
よ
る
社
員
の
意
識
変

化
は
、
そ
の
課
題
を
ク
リ
ア

す
る
た
め
の
確
か
な
手
掛
か

り
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

発
展
へ
の
課
題
は
人
材
育
成

社
員
の
意
識
改
革
に

つ
な
が
っ
た
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
役
割

沖縄県うるま市字州崎12-11
TEL　098（982）1888
URL　http://www.tiger-sg.co.jp/
設立●1979 年 6月
従業員数●140名
業務内容●建築・土木資材等製造卸売

タイガー産業 株式会社

タ
イ
ガ
ー
産
業 

株
式
会
社

　

大
阪
府
東
大
阪
市
に
あ
る

株
式
会
社 

功
洋
美
術
。
カ

レ
ン
ダ
ー
や
ギ
フ
ト
用
包
装

箱
と
い
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
の
開
発
や
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
カ

タ
ロ
グ
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な

ど
の
総
合
美
術
印
刷
を
手
掛

け
る
。
代
表
取
締
役
の
的
場

力
男
さ
ん
は
創
業
以
来
「
限

り
な
き
未
知
の
技
術
へ
の
挑

戦
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
常
に
技

術
の
向
上
を
求
め
、
高
い
品

質
を
守
り
続
け
て
き
た
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
は
、
２
０
１
０

年
６
月
の
工
場
増
設
時
に
導

入
。
そ
こ
か
ら
デ
マ
ン
ド
削

減
の
取
り
組
み
が
始
ま
る
。

　

同
社
で
は
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
モ
ニ

タ
を
、
作
業
現
場
で
は
な
く

工
場
２
階
の
事
務
所
に
置
き

一
括
管
理
し
て
い
る
。
設
定

値
オ
ー
バ
ー
の
警
報
時
に

は
、
事
務
所
か
ら
館
内
放
送

で
呼
び
掛
け
、
各
所
で
空
調

を
一
時
的
に
止
め
た
り
、
温

度
設
定
を
変
え
た
り
す
る
。

　

だ
が
当
初
は
、
モ
ニ
タ
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
工
場
内

か
ら
、
具
体
的
な
数
値
が
わ

か
ら
ず
、「
空
調
を
止
め
る

と
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の

か
」「
ど
の
く
ら
い
の
時
間

を
止
め
た
ら
い
い
の
か
」
と

い
う
疑
問
の
声
が
出
た
。

　

そ
こ
で
事
務
所
の
従
業
員

が
モ
ニ
タ
を
見
な
が
ら
、
数

値
の
状
況
や
、「
あ
と
５
分

で
す
よ
」「
も
う
空
調
を
つ

け
て
も
大
丈
夫
」
と
い
う
連

絡
を
入
れ
る
よ
う
に
伝
達
方

法
を
改
善
。
す
る
と
、
そ
れ

に
呼
応
す
る
よ
う
に
現
場
も

「
今
日
は
、
ど
こ
ど
こ
の
機

械
を
止
め
た
」
と
い
う
連
絡

を
す
る
よ
う
に
な
り
、
社
内

全
体
で
省
エ
ネ
の
意
識
が
高

ま
っ
て
い
っ
た
。

　
「
意
識
を
持
つ
と
、
行
動

も
自
然
と
変
わ
っ
て
い
く
も

の
で
す
。
あ
と
は
〝
気
が
つ

い
た
ら
変
わ
っ
て
い
っ
た
〞

と
い
う
程
度
の
ゆ
っ
く
り
し

た
取
り
組
み
で
大
丈
夫
」
と

的
場
さ
ん
は
、
社
員
の
自
主

性
を
重
ん
じ
る
。

　
「
無
理
は
よ
く
な
い
。
省

エ
ネ
活
動
に
明
確
な
答
え
は

な
い
か
ら
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の

や
り
方
で
、
個
性
を
生
か
し

て
活
動
す
れ
ば
い
い
。
効
果

は
、
こ
れ
か
ら
ゆ
っ
く
り
表

れ
て
い
き
ま
す
」（
同
氏
）

省
エ
ネ
に
明
確
な
答
え
は
な
い

ゆっ
く
り
し
た
意
識
づ
け
で

行
動
は
自
然
に
変
わって
い
く

大阪府東大阪市川俣1-6-31
TEL　06（6787）4684
URL　http://koyo-art.co.jp/
設立●1984 年11月
従業員数●15 名
業務内容●総合美術印刷

株式会社 功洋美術

株
式
会
社 

功
洋
美
術

　

京
都
府
京
都
市
に
あ
る
株

式
会
社 

白
鳩
。
運
営
す
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
は
、

高
い
評
価
を
集
め
、
出
店
す

る
楽
天
市
場
で
は
４
年
連
続

「
シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
」（
イ
ン
ナ
ー
・
下
着
・

ナ
イ
ト
ウ
ェ
ア 

ジ
ャ
ン
ル
）

を
受
賞
し
て
い
る
。

　

同
社
の
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
活
用

し
た
省
エ
ネ
は
、
デ
マ
ン
ド

対
策
か
ら
始
ま
っ
た
。
常
務

取
締
役
の
池
上
正
さ
ん
が
、

「
デ
マ
ン
ド
警
報
が
鳴
る
た

び
に
、
空
調
を
消
し
て
回
っ

た
」
と
い
う
。
取
り
組
み
を

続
け
る
う
ち
、
池
上
さ
ん
の

省
エ
ネ
に
対
す
る
興
味
は
増

し
、知
識
も
深
ま
っ
て
い
く
。

　
「
や
が
て
〝
こ
れ
は
私
一

人
の
活
動
で
終
わ
ら
せ
て
は

い
け
な
い
〞
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
勉
強
し
た

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
社
内
の

ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
、
啓
発
し

て
い
く
べ
き
だ
と
」（
同
氏
）

　

そ
の
後
、
池
上
さ
ん
は
朝

礼
の
時
間
を
利
用
し
て
、
一

人
の
行
動
が
地
球
環
境
に
及

ぼ
す
影
響
な
ど
を
説
明
し
、

省
エ
ネ
の
必
要
性
を
訴
え
て

い
っ
た
。
そ
れ
が
何
度
か
繰

り
返
さ
れ
る
う
ち
、
社
内
に

は
徐
々
に
環
境
意
識
が
芽
生

え
て
い
く
。
省
エ
ネ
を
促
す

手
書
き
の
ポ
ッ
プ
や
稼
働
を

止
め
る
空
調
の
印
な
ど
が
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
こ
の
こ
ろ
か
ら
だ
。

　
「
当
社
は
も
と
も
と
新
規

事
業
の
開
発
や
企
画
運
営
が

仕
事
な
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
も

人
か
ら
言
わ
れ
て
動
く
だ
け

で
は
満
足
で
き
な
い
の
で
し

ょ
う
。
各
自
が
次
第
に
、
扇

風
機
の
活
用
や
窓
の
開
閉
、

自
然
光
の
利
用
な
ど
を
提
案

し
、
実
行
し
て
い
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」（
同
氏
）

　

こ
の
秋
に
は
、
手
狭
に
な

っ
た
本
社
を
新
社
屋
に
移
転

し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
予
定
。
新
社
屋
で
は
全
照

明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
決
ま
っ
て
い

る
。
移
転
後
も
全
社
的
に
培

っ
た
省
エ
ネ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

生
か
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

個
人
の
活
動
か
ら
全
社
へ
│
│

省
エ
ネ
の
ス
テ
ッ
プ
は

自
ら
実
践
、啓
発
、各
自
の
工
夫

京都府京都市伏見区竹田向代町川町29-11
TEL　075（693）4609
URL　http://www.shirohato.co.jp/
設立●1974 年8月
従業員数●77名
業務内容● オンラインショッピングサイトの運営

株式会社 白鳩

株
式
会
社 

白
鳩

「
開
革
」「
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
」│
│
。

全
社
員
型
の
省
エ
ネ
を

推
進
さ
せ
る
ト
ッ
プ
の
手
腕

愛知県海部郡大治町大字西條字苅屋橋63-1
TEL　052（442）6000
URL　http://www.laman.co.jp/
設立●1983 年 5月
従業員数● 45 名（パート含む）
業務内容●和菓子・洋菓子製造販売

株式会社 ラマン

株
式
会
社 

ラ
マ
ン

電　力
使用量

　

医
療
法
人 

正
寿
会
が
運

営
す
る
玉
穂
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、
デ
イ
ケ
ア
が
併
設
さ
れ

た
介
護
老
人
保
健
施
設
。
山

梨
県
中
央
市
に
２
０
０
３
年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
施
設
の

新
し
さ
に
加
え
、
眺
望
の
良

さ
も
評
判
で
、
１
０
０
床
あ

る
ベ
ッ
ド
は
常
に
満
床
だ
。

　

省
エ
ネ
活
動
で
先
行
し
た

の
は
節
水
。
入
浴
の
方
法
を

順
番
制
に
す
る
こ
と
で
大
き

な
浴
槽
が
不
要
に
な
る
と
わ

か
り
、
そ
れ
を
半
分
に
仕
切

る
こ
と
で
水
道
使
用
量
が
大

幅
に
節
減
で
き
た
。
こ
の
取

り
組
み
の
き
っ
か
け
は
各
部

門
の
責
任
者
が
集
ま
る
リ
ー

ダ
ー
会
で
の
提
案
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
次
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
電
気
。
２
０
１
０
年
11
月

に
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
、
節

電
に
取
り
組
ん
だ
。

　
「
平
常
時
と
ピ
ー
ク
時
の

差
を
な
く
す
こ
と
が
契
約
電

力
削
減
に
つ
な
が
る
と
聞
い

た
の
で
、
そ
こ
に
重
点
を
置

き
ま
し
た
」（
課
長
・
橘
田

牧
枝
さ
ん
）

　

デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス

で
確
認
し
て
み
る
と
、
ピ
ー

ク
は
冬
の
明
け
方
３
〜
６
時

だ
と
わ
か
っ
た
。
改
善
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト
が
把
握
で
き
れ

ば
、
対
策
は
立
て
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
今
ま
で
あ
ま
り
使

用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
床
暖

房
を
活
用
し
て
み
る
こ
と

に
。こ
れ
ま
で
床
暖
房
は「
暖

ま
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
敬
遠

さ
れ
て
お
り
、
床
暖
房
の
存

在
さ
え
知
ら
な
い
職
員
も
い

た
と
い
う
。
だ
が
実
際
に
使

っ
て
み
る
と
、
暖
ま
る
時
間

は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。

同
施
設
の
床
暖
房
は
ボ
イ
ラ

ー
の
熱
を
再
利
用
す
る
た
め

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
も
い
い
。

こ
う
し
て
空
調
と
床
暖
房
の

併
用
が
決
ま
っ
た
。

　

結
果
、
導
入
か
ら
３
カ
月

で
前
年
同
月
比
30
万
円
の
コ

ス
ト
を
削
減
。
リ
ー
ダ
ー
会

で
は
今
も
次
の
ア
イ
デ
ア
が

提
案
さ
れ
続
け
て
い
る
。

ピ
ー
ク
の
把
握
で
対
策
を
検
討

忘
れ
ら
れ
て
い
た
機
器
の
活
用
が

大
き
な
節
電
効
果
を
導
く

山梨県中央市乙黒 247-1
TEL 055（273）7331
設立●2003年
従業員数●43名
業務内容●介護老人保健施設

　正
寿
会 

介
護
老
人
保
健
施
設 

玉
穂
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

（2010年12月～2011年2月）

削
減

削
減8.4%

25kW

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
製
造
ロ
ス
食

品
の
有
効
活
用
││
環
境
配
慮
型

畜
産
家
が
実
践
す
る
省
エ
ネ
活
動

　

養
豚
業
が
盛
ん
な
神
奈
川

県
厚
木
市
。
地
域
が
築
い
て

き
た
「
厚
木
の
豚
」
を
次
世

代
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
と

考
え
る
有
限
会
社 

臼
井
農

産
も
そ
ん
な
地
元
企
業
の
一

つ
だ
。
２
㌶
の
敷
地
に
は
、

５
０
０
０
頭
の
豚
を
飼
育
す

る
厩
舎
と
、
大
豆
な
ど
を
栽

培
す
る
農
地
が
あ
る
。
収
穫

し
た
大
豆
か
ら
味
噌
を
つ
く

り
、
そ
の
味
噌
で
豚
肉
を
加

工
し
、
販
売
ま
で
の
一
貫
生

産
も
行
っ
て
い
る
。

　

厩
舎
の
暖
房
で
使
う
ボ
イ

ラ
ー
や
農
地
で
使
用
す
る
ト

ラ
ク
タ
ー
の
燃
料
は
、
使
用

済
み
天
ぷ
ら
油
を
精
製
し
た

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
。
豚
の

成
長
に
合
わ
せ
て
自
家
配
合

す
る
９
種
類
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

飼
料
に
は
、
近
隣
の
食
品
工

場
か
ら
、
折
れ
て
製
品
に
な

ら
な
い
パ
ス
タ
な
ど
の
製
造

ロ
ス
分
を
仕
入
れ
て
有
効
利

用
し
て
い
る
。

　

代
表
取
締
役
の
臼
井
欽
一

さ
ん
は
「
環
境
問
題
は
ま
ず

一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
持
っ

て
行
動
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
時
間
は
か
か
っ
て
も
成

果
は
必
ず
出
ま
す
」と
語
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
活
用
し
た
省

エ
ネ
で
は
、
30
分
程
度
の
停

止
な
ら
問
題
な
い
機
械
を
事

前
に
把
握
し
て
お
き
、
デ
マ

ン
ド
警
報
時
に
そ
の
機
械
の

電
源
を
切
る
行
動
を
実
践
。

ま
た
、
日
本
テ
ク
ノ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
て
、
電
気
料

金
プ
ラ
ン
を
夜
間
料
金
の
安

い
コ
ー
ス
に
切
り
替
え
る
契

約
変
更
も
実
施
。
変
更
後
、

電
気
使
用
量
の
多
い
堆
肥
発

酵
装
置
で
、
夜
間
の
稼
働
を

増
や
し
、
コ
ス
ト
削
減
に
つ

な
げ
て
い
る
。

　

今
後
、
臼
井
さ
ん
は
「
豚

１
匹
育
て
る
の
に
使
う
電
気

の
量
や
日
々
の
省
エ
ネ
が
ど

の
程
度
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
な

る
か
な
ど
を
き
ち
ん
と
数
値

化
し
て
い
き
た
い
」
と
考
え

て
い
る
。

代表取締役の臼井欽一さん。

神奈川県厚木市飯山 3575
TEL　046（241）7462
URL　http://www.usuinosan.jp/
設立●1963年
従業員数●10名
業務内容●畜産、食肉加工、販売

有限会社 臼井農産

　

栃
木
県
足
利
市
に
あ
る
株

式
会
社
ア
ベ
ス
ポ
ー
ツ
。
地

元
に
愛
さ
れ
る
地
域
密
着
型

の
ス
ポ
ー
ツ
店
で
あ
り
な
が

ら
有
名
ア
ス
リ
ー
ト
も
多
数

来
店
す
る
評
判
の
店
。
数
々

の
チ
ー
ム
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も

手
掛
け
て
い
る
。

　

代
表
取
締
役
社
長
の
阿
部

貴
行
さ
ん
は
商
売
も
省
エ
ネ

活
動
も
根
本
は
同
じ
と
考
え

る
経
営
者
。

　
「
売
上
を
伸
ば
し
利
益
を

出
す
た
め
に
は
、
ま
ず
は
情

報
が
必
要
で
す
。
売
り
場
ご

と
の
売
上
数
値
、対
昨
年
比
、

イ
ベ
ン
ト
に
適
し
た
商
品
構

成
…
…
そ
う
い
っ
た
情
報
を

日
、
週
、
月
ご
と
に
整
理
し

て
、
戦
略
や
計
画
を
立
て
て

い
く
。そ
の
計
画
を
実
行
し
、

結
果
を
検
証
す
る
。
検
証
結

果
と
新
た
な
情
報
を
加
味
し

て
ま
た
次
の
目
標
や
戦
略
を

立
て
る
。
こ
れ
が
商
売
の
基

本
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う

考
え
る
と
省
エ
ネ
活
動
も
同

じ
な
ん
で
す
」（
同
氏
）

　

同
社
は
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
情
報

を
活
用
し
て
日
ご
と
月
ご
と

に
振
り
返
り
、
そ
の
活
動
の

実
行
と
検
証
を
繰
り
返
し
な

が
ら
省
エ
ネ
活
動
を
推
進
し

て
い
る
。「
正
確
な
情
報
が

す
ぐ
に
手
に
入
る
か
ら
、
計

画
、
実
行
、
検
証
の
サ
イ
ク

ル
が
容
易
に
で
き
る
」
と
阿

部
さ
ん
は
話
す
。

　

例
え
ば
、
任
命
さ
れ
た
節

電
責
任
者
が
効
果
を
上
げ
れ

ば
評
価
に
結
び
つ
く
仕
組
み

を
つ
く
っ
た
り
、
照
明
や
空

調
の
す
べ
て
の
ス
イ
ッ
チ
に

シ
ー
ル
を
貼
り
入
り
切
り
す

る
も
の
を
正
確
に
区
分
け
し

た
り
、
す
べ
て
の
空
調
設
備

を
分
解
洗
浄
し
て
運
転
効
率

を
上
げ
る
こ
と
も
し
た
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、

２
０
１
１
年
３
〜
５
月
の
電

力
料
金
は
、
前
年
比
で
約
２

割
も
削
減
で
き
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う

な
活
動
を
「
恒
久
的
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
テ
ー
マ
」
と

考
え
て
い
る
。

情
報
整
理
か
ら
戦
略
立
案
、

そ
し
て
実
行
、検
証
││

商
売
の
基
本
と
省
エ
ネ
活
動
は
同
じ

栃木県足利市堀込町 2663
TEL　0284（71）0303
URL　http://www.abespo.com/
設立●1976 年 9月
従業員数●22名
業務内容●スポーツ用品販売

株式会社アベスポーツ

24.7%

8.7%

25kW

14 kW

3 kW

株
式
会
社
ア
ベ
ス
ポ
ー
ツ

　
「
お
客
様
に
と
っ
て
外
食

は
、
非
日
常
の
世
界
を
楽
し

む
こ
と
。
う
ち
で
は
特
売
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
し
て

い
ま
せ
ん
。
誕
生
日
や
結
婚

記
念
日
な
ど
、
お
客
様
自
身

の
イ
ベ
ン
ト
に
選
ば
れ
る
場

所
で
あ
り
た
い
。
仕
切
り
の

な
い
、
広
く
て
明
る
い
店
内

で
、
お
い
し
い
焼
き
肉
を
食

べ
て
元
気
に
な
っ
て
帰
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
北
海
道
札
幌

市
に
あ
る
焼
肉
と
盛
岡
冷
麺

の
店
「
さ
ん
か
亭
」
代
表
取

締
役
・
三
鹿
彰
さ
ん
。
常
に

地
域
で
信
頼
さ
れ
る
店
に
し

た
い
と
考
え
る
同
店
だ
か

ら
、
省
エ
ネ
活
動
も
す
べ
て

が
お
客
様
目
線
だ
。

　

テ
ー
ブ
ル
の
上
の
照
明
は

て
い
る
が
、
そ
れ
も
ど
の
照

明
を
つ
け
、
ど
こ
を
消
す
の

か
を
「
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
実

際
に
お
客
様
の
席
に
座
っ

て
、
ど
ん
な
印
象
を
受
け
る

の
か
確
認
し
な
が
ら
決
め
て

い
き
ま
し
た
」（
チ
ー
フ
の

高
島
浩
二
さ
ん
）

　

パ
ソ
コ
ン
画
面
で
電
気
の

使
用
状
況
を
確
認
で
き
る
デ

マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
を
見

な
が
ら
従
業
員
と
省
エ
ネ
対

策
を
話
し
合
い
、
節
電
に
取

り
組
む
毎
日
。
１
年
ほ
ど
前

の
開
店
当
初
は
48
㌔
㍗
だ
っ

た
契
約
電
力
も
今
は
41
㌔
㍗

に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

「
お
客
様
に
と
っ
て
外
食
は

非
日
常
の
世
界
を
楽
し
む
こ
と
」

だ
か
ら
お
客
様
目
線
の
省
エ
ネ

北海道札幌市白石区中央1条 4-3-35
TEL　011（817）1129
URL　http://sankatei.com/
設立● 2010 年 7月
従業員数 ●20名（パート、アルバイト含む）
業務内容 ●焼肉店

株
式
会
社
サ
ン
カ

　さ
ん
か
亭

日本テクノの主力商品「SMARTMETER」（スマートメーター）ERIA（以下、ＥＲＩＡ）を導入している企業の
「デイリー・ナチュラリー・アクション（日々の自然な行動）」にスポットを当てる導入事例集。
今回は、北海道、栃木、神奈川、山梨、愛知、京都、大阪、沖縄の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。
なお、各社電力使用量の削減数値は、特に記載があるもの以外（ ）内に示した期間の月平均の前年同月比の値。

同社が運営するショッピングサイト
http://www.wakudoki.ne.jp/

代表取締役社長の阿部貴行さん。

マ
フ
ィ
ン
や
メ
ー
プ
ル
ケ
ー

キ
、
黒
糖
饅
頭
、
ゼ
リ
ー
と

い
っ
た
和
洋
の
各
種
菓
子
を

製
造
販
売
す
る
企
業
。
規
格

外
製
品
を
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

と
し
て
工
場
前
で
販
売
す
る

な
ど
消
費
者
と
の
接
点
づ
く

り
も
大
切
に
す
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
以
前
、
鳥

川
さ
ん
は
、「
開
か
れ
た
オ

ー
プ
ン
な
変
革
」
の
意
味
を

込
め
て
「
開
革
」
と
い
う
造

語
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
合
言

葉
に
大
規
模
な
設
備
改
善
を

実
施
し
て
い
る
。
そ
の
際
も

社
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
生
産
ラ
イ
ン
を
見
直

し
、
不
要
と
思
わ
れ
る
機
械

装
置
を
徹
底
的
に
減
ら
し

た
。
ま
た
製
造
工
程
ご
と
に

分
け
て
工
場
内
に
仕
切
り
を

つ
く
り
個
室
に
し
て
空
調
の

効
率
化
も
図
っ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
後
は
、
デ

マ
ン
ド
警
報
の
た
び
に
空
調

停
止
な
ど
の
呼
び
掛
け
を
行

い
、
そ
の
回
数
が
重
な
る
に

応
じ
て
社
員
の
省
エ
ネ
意
識

　
「〝
削
・
減
・
省
〞
な
ど
の

文
字
は
無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
減
ら
す
と
き
よ
く
使
わ
れ

る
言
葉
で
す
が
、
普
通
は
前

向
き
の
気
持
ち
を
表
す
言
葉

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
代
わ
り

に
意
識
の
変
化
が
も
た
ら
す

〝
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
〞
を
増
や

す
こ
と
が
、
省
エ
ネ
活
動
に

は
重
要
だ
と
実
感
で
き
た
」

と
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
て
か

ら
の
活
動
を
振
り
返
る
株
式

会
社 

ラ
マ
ン
代
表
取
締
役

社
長
の
鳥
川
勇
さ
ん
。
す
べ

て
の
こ
と
に
社
員
の
意
見
を

重
視
す
る
経
営
者
だ
。

　

同
社
は
愛
知
県
海
部
郡
で

は
膨
ら
ん
で
い
っ
た
。
設
備

改
善
の
省
エ
ネ
で
は
な
く
人

の
意
識
変
化
が
も
た
ら
す
省

エ
ネ
だ
。
鳥
川
さ
ん
は
そ
れ

を
〝
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
〞
の
増

加
と
呼
ん
で
奨
励
す
る
。
オ

ー
プ
ン
な
人
柄
の
鳥
川
さ
ん

が
発
す
る
言
葉
は
、
即
座
に

社
内
へ
と
浸
透
し
て
い
く
。

契約
電力

少
な
く
す
る
と
肉
が
お
い
し

く
見
え
な
い
の
で
削
減
は
し

な
い
。
逆
に
厨
房
や
ト
イ
レ

な
ど
抑
え
て
も
大
丈
夫
な
部

分
は
節
電
を
徹
底
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
の
デ
マ
ン
ド
警
報
が
鳴
れ

ば
、
厨
房
の
空
調
や
換
気
扇

な
ど
を
切
る
が
、
そ
れ
で
も

間
に
合
わ
な
い
と
き
は
、
駐

車
場
の
外
灯
を
消
す
。
し
か

し
そ
れ
も
来
店
客
が
使
用
す

る
店
舗
表
側
の
２
カ
所
は
そ

の
ま
ま
で
、
主
に
従
業
員
が

使
用
す
る
裏
側
の
外
灯
で
対

応
す
る
。

　

明
る
い
昼
間
は
、
店
内
の

照
明
を
一
つ
置
き
に
点
灯
し

（2011年3月～2011年5月）

（2009年8月～2010年5月）

アベスポーツ

臼井農産

白鳩

功洋美術

タイガー産業

さんか亭

玉穂ケアセンター

ラマン

削
減

削
減

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

契約
電力

電　力
使用量

有
限
会
社 

臼
井
農
産

株式会社サンカ　さんか亭

代表取締役の三鹿彰さん。

課長の橘田牧枝さん。

代表取締役社長の鳥川勇さん。

株式会社 白鳩

削
減

電　力
使用量

株
式
会
社
ア
ベ
ス
ポ
ー
ツ

（2010年1～12月と2007年同時期の比較）

削
減7kW

契約電力

医
療

法
人 

正寿会 介護老人保健施設 玉穂ケアセンター医療
法人

株
式
会
社 

ラ
マ
ン

削
減7kW

契約電力

12.3%

11.6%

13kW

13kW

（2010年7月～2010年12月）

（2010年6月～2010年12月）

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

株
式
会
社 

功
洋
美
術

取締役総務部長の島袋太悟さん。

27.5%削減電　力
使用量



（ 8 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１１年 （平成２３年） 秋季　【季刊】

※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は小紙では
負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

　環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル

を
、
楽
し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
出
題
範
囲
は
本
紙

前
号
（
25
号
）
の
掲
載
記
事
。
会
社

や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使
っ

て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る

の
も
い
い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知

識
の
向
上
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

環境問
題

常識テ
スト

答えはネットで
下記サイトに解答掲載！！
http://econews.jp/

２０１１年５月に政府が定めた、
東京電力と東北電力管内の電
力需要抑制目標で正しいもの
は次のうちどれ？

a
b
c
d

原則３部門一律25％削減

原則３部門一律15％削減

原則３部門一律10％削減

大口25％、小口・家庭15％削減

Question
1

電気の供給不足など非常事態
に対し、需要家に電気の受電
を制限できると定めている法
律は次のうちどれ？

a
b
c
d

原子力基本法第27条

省エネルギー法第27条

電気工事士法第27条

電気事業法第27条

Question
2

目的は「海の恵み」を持続可
能な形で利用することなど。
２０１１年３月に環境省が公表し
た戦略はどれ？

a
b
c
d

海洋生物多様性保全戦略

生物多様性国家戦略

海の恵み利用促進戦略

国際的に重要な湿地の保全戦略

Question
3

２０１１年３月、農林水産省が食
育に対する取り組みの一環と
して立ち上げたプロジェクトは
次のうちどれ？

a
b
c
d

マジごはん計画

シリアス・ライス・プロジェクト

食育普及促進計画

フード・エデュケーション・プラン

Question
4

特製 エコカレンダープレゼント
正解者の中から抽選で 50 名の方に、日本テクノ特製エコカレン
ダーをプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取
り上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」
を明記のうえ、下記あて先までご郵送ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締
め切りは 2011 年 12 月 22 日（木）。当日消印まで有効。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――

〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階
日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係

●タテのカギ●
①  秋の夕日にぃ～ 照る山○
○○～♪。

③  お米の収穫。○○刈り。
⑥  芸術の秋、思い切って○○
○○美術館でモナリザ鑑賞。

⑦ イガイガが痛い。マロンとも。
⑧  一般的に船釣りではオキア
ミ。魚を集める「ま○○」。

⑨ 負けるの反対。

●ヨコのカギ●
②  ３面の記事にあるのは○○
オマス発電所。

④  上の記事の背景は○○リ色。
⑤  太陽光や風力など自然エ○○ギー。
⑧  ハイキングのベンチは木を
切ったあと。

⑩  アダムとイブが○○の実を食べた。
⑪   北海道にいるタンチョウは
特別天然記念物。

● 窓ガラスをぬらした古新聞でふくと、
とてもきれいになります。
● 煮物などは食材を鍋に入れ、沸騰した
ら火を止めて鍋全体を新聞紙か毛布
で包むと余熱でふっくら仕上がります。

皆さんが取り組んでいる「おばあちゃんの知恵
袋」的な省エネ・省資源の知恵（ワザ？）を紹
介するコーナーです。皆さんの「こんなこと、
やっているよ」をどしどしお寄せください。楽し
みにお待ちしています！!

皆さんの「もったいない」に通じる省エネ・省資
源の取り組みをお寄せください。
おばあちゃんがやっていた何気ない習慣、裏ワザ
的なもの、思いつきでやってみたこと……。
環境保全につながる取り組みならどんな小さなこ
とでもＯＫです。
本紙のこのコーナーで紹介させていただいた素
敵な〝知恵〟のご提供者には記念品を進呈いた
します。ご応募は、日本テクノ「おばあちゃんの
知恵袋」係まで連絡先を明記のうえハガキにて
ご送付ください。または下記WEBサイトでも受
け付けています。

おばあちゃんの知恵、大募集 !!

例えば

　 検 索日本テクノ　知恵袋

http://www.n-techno.co.jp/eco-idea/

前号
の
答え

answer

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ1 …… a
キャップ・アンド・トレード制度
Ｑｕｅｓｔｉｏｎ2 …… b
ベースライン・アンド・クレジット

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ3 …… d
南アフリカのダーバン

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ4 …… a
香港、パリ、サンパウロ、東京

第二十六回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

因果倶時 いんがぐじ

【ダイジェスト版】

でんでんみと情
報

（2011年 8月18日発行
第47号より）

●でんでん・みと情報
水戸グループで飼わ
れている猫のでんで
んというキャラクター
が、飼い主たちの業
務活動や社会動向、
電気関連の豆知識な
どを猫の語り口で紹介
していく。

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協 

水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行 

情
報
誌

　

今
回
は
、
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日

電
協
の
水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行
『
で
ん
で

ん
・
み
と
情
報
』
第
47
号
に
掲
載
さ
れ

た
「
電
力
の
鬼
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る

松
永
安
左
エ
門
の
記
事
か
ら
。
猫
の
で

ん
で
ん
が
勲
章
を
授
け
る
？

ぼ
ん
や
り
透
け
た
身
体
の
、
か
く
し
ゃ
く
た
る
老

人
だ
っ
た
。
透
け
す
ぎ
て
足
も
と
は
見
え
な
い
。

親
方
た
ち
に
は
老
人
の
姿
さ
え
見
え
な
い
よ
う

だ
。礼
儀
を
わ
き
ま
え
て
い
る
老
人
に
吾
輩
は「
い

つ
も
の
こ
と
、
大
儀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ

り
勲
章
を
拒
否
し
た
と
か
？
」
と
聞
い
て
み
た
。

　
「
お
恥
ず
か
し
い
。
つ
い
カ
ッ
と
な
り
〝
人
間

の
値
打
ち
を
人
間
が
決
め
る
と
は
何
ご
と
か
〞
と

怒
鳴
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

　

吾
輩
は
電
気
管
理
技
術
者
の
親
方
た
ち
に
飼
わ

れ
て
い
る
猫
の
〝
で
ん
で
ん
〞
で
あ
る
。

　

大
声
を
張
り
上
げ
な
が
ら
の
議
論
が
何
よ
り
好

き
ら
し
い
親
方
た
ち
が
、
今
、
戻
っ
て
き
た
。
吾

輩
の
午
睡
は
、
こ
の
ど
ら
声
の
合
奏
に
よ
り
、
常

に
ま
ま
な
ら
ぬ
。
今
回
も
例
外
で
は
な
い
。

　
「
電
力
の
鬼
・
松
永
安
左
エ
門
（
１
８
７
５
〜

１
９
７
１
）
が
も
し
も
生
き
て
い
た
ら
、
原
発
事

故
は
起
き
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
」

「
松
永
？
」「
戦
後
、
多
く
の
反
発
勢
力
を
押
し
切

っ
て
電
力
事
業
の
民
営
化
を
実
現
し
た
り
、
国
を

あ
げ
て
の
猛
反
対
を
受
け
な
が
ら
電
気
料
金
の
大

幅
値
上
げ
を
断
行
し
て
電
源
開
発
の
促
進
な
ど
に

つ
な
げ
た
人
物
！
」「
関
東
大
震
災
の
す
ぐ
後
、

周
辺
が
遺
体
の
山
に
な
っ
て
い
る
目
白
の
自
宅

で
、
生
き
残
っ
た
社
員
た
ち
を
前
に
、
大
電
力
構

想
（
市
街
地
の
配
電
線
地
中
化
、
全
国
の
周
波
数

統
一
な
ど
の
電
力
網
確
立
プ
ラ
ン
）
を
熱
く
説
い

た
傑
物
！
」「
最
終
的
に
は
説
得
さ
れ
て
受
勲
し

た
が
、
最
初
は
総
理
大
臣
を
怒
鳴
り
つ
け
て
、
勲

章
を
拒
否
し
た
こ
と
も
あ
る
ぞ
！
」

　

声
の
大
き
さ
が
異
常
で
あ
る
。
な
ぜ
親
方
た
ち

は
、
吾
輩
の
午
睡
に
対
す
る
配
慮
を
し
な
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
と
、そ
の
場
を
去
ろ
う
と
し
た
と
き
、

　
「
で
ん
で
ん
さ
ん
、
私
の
話
題
で
貴
君
の
大
切

な
休
養
の
邪
魔
を
し
て
し
ま
い
申
し
訳
な
い
」

　

吾
輩
を
呼
び
掛
け
る
声
が
し
た
。
声
の
主
は
、

人
間
の
値
打
ち
を
人
間
が

決
め
る
と
は
何
ご
と
か
!!

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
、
マ
ス
を
埋
め
て

い
き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
４
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
環
境
問
題
に
関
係
あ
る
言
葉
を
つ
く
り
ま

す
。
そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
「
ど
れ
だ
け
電

気
を
使
っ
た
か
が
ス
グ
わ
か
れ
ば
、
省
エ
ネ
も
簡
単
」。

─ ５ ─
　

東
日
本
大
震
災
後
の
日
本
。

共
助
と
連
帯
の
意
識
の
高
ま

り
を
感
じ
る
。
こ
の
よ
う
な

時
代
に
企
業
人
と
し
て
特
に

大
事
な
言
葉
を
一
つ
あ
げ
る

と
し
た
ら
誠
実
さ
だ
ろ
う
。

　
「
言
う
事
と
す
る
事
が
違

う
。
相
手
に
よ
っ
て
言
う
事

が
違
う
。
昨
日
と
今
日

で
言
う
事
が
違
う
」
と

い
う
人
に
接
し
た
ら
、

信
頼
で
き
な
い
、
誠
実
さ
に

欠
け
る
人
と
思
う
だ
ろ
う
。

　

誠
実
さ
に
欠
け
る
人
は
、

人
間
と
し
て
も
、
企
業
人
と

し
て
も
、
信
頼
さ
れ
な
い
。

誠
実
で
あ
る
た
め
に
は
、
考

え
、
言
葉
、
感
情
、
行
動
を

一
致
さ
せ
る
事
だ
。
一
致
さ

せ
て
、
ご
ま
か
し
が
な
い
と

き
、
あ
な
た
は
誠
実
な
人
と

評
価
さ
れ
、
信
頼
を
勝
ち
得

る
の
だ
。
因い

ん

果が

倶ぐ

時じ

だ
。

　

私
は
誠
実
さ
の
代
表
的
人

物
と
し
て
、
イ
ン
ド
独
立
の

父
・
ガ
ン
ジ
ー
を
あ
げ
た
い
。

ガ
ン
ジ
ー
の
誠
実
さ
が
イ
ン

ド
人
の
心
を
一
つ
に
し
て
、

独
立
を
勝
ち
得
た
大
き
な
武

器
に
な
っ
た
の
だ
。

　
『
パ
ワ
ー
の
原
則
』
ブ
レ

イ
ン
・
リ
ー
著
よ
り
一
つ
の

事
例
を
あ
げ
よ
う
。

　

ガ
ン
ジ
ー
が
イ
ン
ド
の
独

立
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

と
い
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
円

卓
会
議
で
２
時
間
演
説
し
た

と
き
の
事
だ
。
彼
は
演
説
中

一
度
も
メ
モ
を
見
て
い
な
い

し
、
メ
モ
を
持
っ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
。
そ
の
件
で
リ

ポ
ー
タ
ー
か
ら
質
問
さ
れ
、

ガ
ン
ジ
ー
の
秘
書
マ
ハ
デ

ブ
・
デ
サ
イ
が
答
え
た
。「
彼

の
考
え
る
事
は
、
彼
の
感
じ

る
事
で
す
。
彼
の
感
じ
る
事

は
、
彼
の
言
う
事
で
す
。
彼

の
言
う
事
は
、
彼
の
す
る
事

で
す
。
彼
の
考
え
る
事
と
、

感
じ
る
事
と
、
言
う
事
と
す

る
事
は
ど
れ
も
同
じ
で
す
。

だ
か
ら
、
メ
モ
は
い
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
や
私
の
考
え
る

事
は
、
と
き
に
は
私
た
ち
の

感
じ
る
事
と
は
違
い
ま
す
。

私
た
ち
の
言
う
事
は
、
聞
く

人
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
す
る
事
は
、
誰
が

見
て
い
る
か
で
変
わ
り
ま

す
。
ガ
ン
ジ
ー
は
そ
う
で
は

な
い
の
で
す
。
彼
に
は
メ
モ

は
い
ら
な
い
の
で
す
」

　

誠
実
さ
は
パ
ワ
ー

だ
。
因
果
倶
時
だ
。
ま

い
た
種
の
通
り
の
花

が
咲
く
。種
を
ま
く
と
き
に
、

望
ま
な
い
花
が
咲
く
と
わ
か

っ
て
い
た
ら
、
あ
な
た
は
そ

の
種
を
ま
く
だ
ろ
う
か
？　

ま
か
な
い
だ
ろ
う
。
だ
と
し

た
ら
、
種
を
ま
く
と
き
に
考

え
る
事
だ
。
こ
の
種
を
ま
け

ば
、
自
分
の
望
ん
で
い
る
花

が
咲
く
か
ど
う
か
を
!!

　
「
で
は
、
吾
輩
が
勲

章
を
差
し
上
げ
る
と
言

っ
た
ら
？
」

　
「
ほ
っ
ほ
っ
ほ
、
で

ん
で
ん
さ
ん
は
人
間
で

は
な
い
の
で
、
あ
り
が

た
く
頂
戴
し
ま
す
」

　

幸
い
吾
輩
は
、
授
け

る
勲
章
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
。

自
ら
が
望
む
花
の
種
を
ま
く

　　　　　　　　
古い電話帳は、キ
ッチンペーパー代
わりに1枚 1枚ビリ
ビリと切って使用しています。汚れ
た油がついた鍋やフライパンを1
回サッとふくと、洗うときに非常に楽
になります。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　 （新潟県・佐藤さん）

今回は
こんな知恵を
提供して

いただきました！

　

２
０
１
１
年
３
月
、
日

本
テ
ク
ノ
は
東
日
本
大
震

災
被
災
地
へ
売
上
の
一
部

を
義
援
金
と
し
て
寄
付
す

る
こ
と
を
発
表
し
、
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
。
だ

が
使
途
が
見
え
に
く
い
義

援
金
よ
り
も
本
当
に
役
立

つ
物
を
贈
る
ほ
う
が
貢
献

度
は
高
い
と
考
え
、「
気

化
熱
式
省
エ
ネ
冷
風
機
」

の
贈
呈
に
方
針
を
変
更
。

　

贈
呈
が
行
わ
れ
た
７
〜

８
月
は
、
各
避
難
所
で
の

暑
さ
対
策
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
冷
房
設

備
を
必
要
と
す
る
要
望
が

強
く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
時

期
で
も
あ
っ
た
。

　

今
回
贈
呈
さ
れ
た
の

は
、
販
売
価
格
９
万
９

８
０
０
円
の
「
Ｅ
Ａ
Ｃ

１
・
５
Ａ
」
が
合
計
40
台
。

７
月
25
日
に
は
石
巻
市

（
15
台
）
と
女
川
市
（
５

台
）
に
、
８
月
１
日
に

は
福
島
県
に
20
台
が
贈

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本

テ
ク
ノ
担
当
者
か
ら
市

長
な
ど
に
商
品
目
録
が

手
渡
さ
れ
た
。

　

贈
呈
の
際
、
石
巻
市

の
亀
山
紘
市
長
は
、
７

月
末
に
は
自
衛
隊
も
撤

退
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
も
長
期

間
の
活
動
に
な

っ
て
い
る
た
め
、

今
後
の
復
興
活

動
が
大
変
だ
と

い
う
現
状
を
伝
え
、

そ
れ
で
も
希
望
を
失
わ

ず
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
く
姿
勢
を
強
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
た
。

　

毎
年
７
月
末
に
開
催

さ
れ
る
「
新
宿
エ
イ
サ

ー
ま
つ
り
」。
ま
つ
り
に

参
加
し
た
各
チ
ー
ム
が

新
宿
の
街
で
沖
縄
の
伝

統
的
な
踊
り
で
あ
る
「
エ

イ
サ
ー
」
を
踊
る
恒
例

の
イ
ベ
ン
ト
だ
。
そ
し

て
10
回
目
を
迎
え
る
今

年
は
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
復
興
応
援
を

趣
旨
と
し
て
、「
が

ん
ば
ろ
う
日

本
！
新
宿
か
ら

思
い
を
太
鼓
に

の
せ
て
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
催
し
の

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
の
中

で
日
本
テ
ク
ノ
の
営
業

担
当
者
が
着
用
し
て
い

た
夏
季
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
「
か
り
ゆ
し
」
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

　

か
り
ゆ
し
ウ
エ
ア
普

及
の
一
環
と
し
て
伊
勢

丹
新
宿
店
本
館
屋
上
で
企

業
や
団
体
が
制
服
と
し
て

い
る
か
り
ゆ
し
を
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
形
式
で
披

露
し
た
イ
ベ
ン
ト
。
登
場

し
た
か
り
ゆ
し
は
31
の
企

業
や
団
体
か
ら
54
着
。
日

本
テ
ク
ノ
以
外
は
、
い
ず

れ
も
沖
縄
の
み
で
着
用
さ

れ
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か

し
、
シ
ョ
ー
の
最
後
に
紹

介
さ
れ
た
日
本
テ
ク
ノ

は
、
全
国
の
営
業
担
当
者

が
着
用
。
会
場
で
は
「
全

国
で
着
用
」
と
い
う
ア
ナ

ウ
ン
ス
に
驚
き
の
声
が
上

が
っ
た
。

　

な
お
、
モ
デ
ル
は
「
ま

ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
沖
縄
イ

ケ
メ
ン
連
」
の
メ
ン
バ
ー

が
担
当
し
た
。

日本のために、ユーザーのために、 日本テクノは何ができるかを考えながら、企業活動を行っていきます。

3Scene

4Scene

　街路樹や公園の木々が少しずつ色あいを変える紅葉の季節。この時期のおば
あちゃんのお気に入りは、金

きん

木
もく

犀
せい

の香り。甘い香りが風に乗ってわが家までや
ってくるの。小さなオレンジ色の花は見た目もかわいらしくて素敵だけれど、
その香りを生かして香水の材料になったり、お茶やお酒もつくられていますね。
　今回は、そんな身の回りにある植物を使った手づくりのお茶をご紹介。わが
家の庭には大きな柿の木があってね、葉を摘んできて柿の葉茶をつくっていま
す。柿を収穫する前の春から夏にかけての季節、青々とした柿の葉をちょっと
だけ摘んでよく洗ってからセイロで蒸します。２～３日陰干ししたら、あとは
細かく砕くだけ。急須に入れて熱湯を注ぎ、じっくり蒸らせば香ばしい柿の葉
茶の出来上がり。ビタミンＣたっぷりよ。暑い季節は冷やして飲んでもおいし
かったわ。茶葉を冷蔵庫で保存すれば一年中楽
しめるのよ。皆さんもそんな身の回りのものを
使った手づくり品があったら教えてくださいね。

特製 エコカレンダープレゼント特製 エコカレンダープレゼント

写真は2011 年版です。
プレゼント賞品は現在制作中の2012
年版になります。

日本テクノ担当者から亀山紘 石巻市
長へ商品目録が手渡された。被災地に贈られた復興の風

気化熱式省エネ冷風機
EAC1.5A

復興を願う「新宿エイサーまつり」に参加

紹介された日本テクノの「かりゆし」。
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